を<じ 


準備 


付属品の確認/を全上のごを意 . 

各部のなまえ . 

リモコンの準備 . 

1 】ホームシアターの接続 . 

•スピーカー . 

•DVD レコーダー、 DVD プレーヤー、ビデオデッキ 

•テレビ、電源コード ......... 

■DVD アナ□グ目 CH 接続/高画質で楽しむ 


確認 


録日 • 録画 . 

アンプの設定（応用） 

へッドホンを使う.… 

リモコンでテレビや DVD などを操作する 


ご参ち 



Panasonic 

取扱説明書 

AV コント□ールアンプ 

品ま SA - XR 50 


映画や音楽を楽しむ . 14 

ラジオを聞< . 16 

音胃-音場効果/便利な機能 . 18 

サブウー八ーレベルの調整/センターフォーカス/ . 18 

マルチ I 」アサラウンド/バスシンセヴイヴー/ 

より自然な音で聞く/入力信号を DTS に固定する 

音質の調整/音量(ランスの調整/ . 19 

二重音声の切0換え/ル音量でち聞をやすくする/ 

アツテネーターの切り換え/表示部を暗くずる/ス U —プタイマー 
□ VD アナ□グ日 CH を再生する/一時的に音を消す/ . 20 


スピーカ ー B を使5/グラフイックイコライヴーを使5 


このたびは、 AV コント□-ルアンプをお買い上げいた 
ださ、まことにありびとラございました。 

♦この取扱説明書をよくお読みのラえ、正しくお使いく 
ださし、。 

特に r 安を上のごま意」 （2 〜3ぺージ）はご使用前 
に必ずお読みいただき、ま全にお使いください。 

お読みになったあとは、保証書と一緒に大切に保管し、 
必要なとさにお読みください。 

♦保証書は、「お買上げ曰-販売店名」などの記入を必ず 
確かめ、販売店からお受け取りください。 


保証書別添付 


上手に使って上手に節電 


ヘルプメッセージ /Q & A / 主な仕様 . 24 

故障かな!？/工場出荷時の状態に戻ず/お手入れ .…2 己 

保証とア フターヴー ビス . 26 

いん . 裏表細 

マルチコントロールのメニューと工場出荷時の状態 ...... 裏表紙 
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音芦-映像機器の接続 . 10 

♦アンテナ、 BS デジタルチューナーなど . 10 

• CD プレーヤー、 MD デッキ（録音用） . 11 

カセットデッキ、ビデオカメラなど 

アンプの設定(基本） . 12 

ベーシックセットアップ 

•TEST .....13 


楽しむ 



確認と準備 


2 4 5 


G 6 8 9 9 
• • ■ 8 ’ 


2 2 2 2 


楽しむ ■ ご参考 
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本機はフルデジタルアンプです 

• 本機ではデジタル信号を、入力から最終増 
幅回路に至るまで完全にデジタル処理しま 
す。そのため、周波数に依をしない広帯域 
の再生を実現しています。また 、 VGDA 
(バ U アブル•ゲイン-デジタル-アンプ） 
技術により、実際に使用される音量域での 
信号巧雑音比 （ S / N 比）を改善し、ノイズの 
少ない、ク U アで原音に近い再生を可能に 
しています。 

参デジタルアンプは無駄な熱損失びかない地球 
環境に配慮したアンプです。 

付属品の確認 


まを上のご注意 

泌ずお巧0 くださし、） 

お使いになる人や他の人へのを害、財産への損害を 
未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、 
次のように説明しています。 

■ 表示内容を無視して誤った使いちをしたときに 
生じるを害や損害の程度を、巧の表示で区分し、 
説明しています。 


A 警告 


この表示の欄は、「死亡または重傷 
などを負ラ可能性び想定される」 
内容です。 


A 注意 


この表示の欄は、「傷害を負ラ可能 
性または物的損害のみび発生する 
可能性び想定される」内容です。 


■お守りいただく内容の種類を、巧の絵表示で区分 
し、説明していまず。（下記は絵表示の一例でず。） 



接続の前に、まず付属品を確認してくだ 
さい。 


FM 簡易型アンテナ 
(1 本） 

【 RSA 0007- L 】 



1」モコン （1 コ） 

[ EUR 772203 0] 



電源コード （1 本) 
【 RJA 00 已 0- K 】 



AM ループアンテナ 
(1 本） 

【 RSA 0037】 



1」モコン用乾電池 
性3あ： 2〕） 


短 

in 


• 猶 n 

♦付属品の買い替えは、お買い上げの販売店にご巧 
談ください。 

♦かっこ【】内は買い替え時の品番です。 

♦付属の電源コードは、本機専用です。他の機器に 
使用しないでください。 


ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づさ製造さ 
れています。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic 及びダブル D 記号は 
ドルビーラボラト U —ズの商標です。 


「 DTS 」、「 DTS - ES 」、「 Neo : 己」むぶび 「DTS 9己/24」 
は DTS 社の商標です。 


Q このよラな絵表示は、してはいけない「禁止」 
内容です。 



このよラな絵表示は、必ず実行していただく 
「強制」内容です。 


A 警告 


電源コードについて 


r 1源コード-プラグを破損するよ5なことは 
しない 


r 傷つけたり、加工したり、熱器具に近づけたり、 
無理に巧げたり、ねじったり、引っ張ったり、 
重い物を載せたり、束ねたりしない。 


Q 


V 


•傷んだまま使用すると、感電•ショー 
卜-乂災の原因になります。 

•巧くときは、プラグを持ち、まっすぐあ 
いてください。 

■コードやプラグの修理は、販売店にご相 
談ください。 


r 3ンセントや配線 
器具の定格を超え 
るほい方や、交流 
100 Vな巧でのほ 
用はしない 



•たこ足配線等で、定格 
を超えると、発熱によ 
る火災の原因になりま 
す。 


f 竜源プラグは根元ま1 
で確実に差し込む 

〇 1% 

■差し込みび不完全です 
と、感電や発熱による 
火災の原因になりま 
す。 

• 傷んだプラグ-ゆるん 
だコンセントは使用し 
ないでください。 
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—ドについて 


電源プラグのほこ0等は 
定期的にとる 


〇 



• プラグにほこり等びたまると、 
湿気等で絶縁不良となり乂災の 
原因になります。 

電源プラグを巧き、乾いた巧で 
ふいてください。 

•長期間使用しないとさは、電源 
プラグを巧いてください。 

めれた手で、電源プラグの巧 
を是しはしない 


喔)’ 

めれ手禁止 


感電の原因になりま 
す。 


が熱を巧ばない 





• 内部に熱びこをると、機器のケー 
スび変形したり、火災の原因にな 
ります。 

不ま定な場巧に設置しない 


〇 


上に大きなもの、重 
いちのを載せない 


機器び落ちたり、倒れたりして、 
けびの原因になることびあります。 


A 警告 


ごほ用について 


機器内部に金属物を入れた 
0、化などの液な:をかけたり 
濡6したりしない 


〇 


ショートや発熱により 
火災や感電の原因にな 
ります。 

機器の上に水などの液 
体の入った容器や金属 
物を置かないで<ださ 
い。 

特におモ様にはごミ主意 
ください。 


分解、改造しない 

内部には電圧の高い 
部分びあり、感電の 
原因になります。 
内部の点検や修理は、 
販売店へご依頼くだ 
さい。 


分解禁止 


A 注意 


接続について 


油煙や湯気の当たるところや 
湿気やほこりのをいところに 
置かない 

電気び油や水分、ほ 
こりを伝わり、乂災 
や感電の原因になる 
ことびあります。 

/屋かアンテナの設置•工事は 
自分でしない 


〇 


’強風でアンテナび倒 
れた場合に、感電や 
けびの原因になるこ 
とびあります。 

’設置-工事は販売店 
にご相談ください。 


電池について 


電池は誤った巧い方をしない 

と台は逆に入れない 

fX ) •新•旧電池や違う種類の電池をいっしょに使用しない 
V V •乾電池は充電しない 

•加熱•分解したり、水などの液体、义①中へ入れたりしない 
• ネックレスなどの金属物といっしょにしない 
• 乾電池の代用として充電式電池を使わない 
• 被覆のはびれた電池は使巧しない 

• 長時間使用しないときは、取り出しておいてください。 

• 取り扱いを誤ると、電池の液もれにより、火災や周囲巧損の原因になります。 
• 万一液ちれび起こった5、販売店にご相談ください。 

• 液び身体についたとさは、水でよく洗い流してください。 


をし異常び起こった6 


異常びあったとをは電源プラ 
グを巧< 

機器内部に金属や水 
などの液体、異物び 
入ったとき 
煙や異臭、異音び出た 
り、落下、破損したとき 

そのまま使用すると、乂災や感 
電の原因になります。 

販売店にご相談ください。 


ソで防 I 、 

运 I 

電源プラグ 
を巧く 


雷について 


雷び鳴った6、アンテナ線や 
機器、電源プラグに触れない 





mmit 

• 感電の恐れびあります。 



異常に温度び高 < なるところ 
に置かない 


0 



機器表面や部品び劣化するほか、 
火災の原因になることびあります。 
直射日光の当たるところ、ストー 
ブの近くでは特にごを意ください。 


ごほ用にごいて 


コードを接続したげ態で移動 
しない 

Q •接続した状態で移動 
させよラとすると、 
コードび傷つさ乂災 
や感電の原因になる 
ことびあります。 

■また、引っかかったりして、けび 
の原因になることびあります。 

へッドホンほ用時は、音量を 
上げすぎない 

耳を刺激するよラな大 
さな音量で長時間続け 
て聞くと、聴力に悪い 
影響を与えることびあ 
ります。 


〇 


確認と準備 


付属品の確認/ま全上のごま意§ずお守りください 
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各部のなまス 


本が 


チヤンネルデコーテイング 

6.1CH DECODING 、 
BASS SYNTHESIZER. 

MULTI-SOURCE RE-MASTER 

音質-音場効果ボタン 
(今1己、] 8ページ） 

SPEAKERS A 、 巨 

フ□ントスピーカー選択ボタン 
(今13、14、2日ぺージ） 

の、 POWER cb/l 
通電ランプ、電源ボタン 
♦電源コードを接続するとランプび 
点灯します。 

(今12、 ] 4ページ） 

リモコン受光部 

(吟ちページ） 

VCR 2 

映像機器第2入力端子 
(吟1 ] ページ） 

TUNE 、 V 、八 

選局ボタン 

(今1目、] 7ぺージ） 


マルチ デコーダー ランプ 

入カソース（音源）の信号やデコード形式によりなのランプが点灯しまず。 
AAC : AAC ソース （ BS デジタル放送など）を再生しているとき 

□□ DIGITAL EX :ドルビーデジタルサラウンド EX ソースを再生しているとき 
□□ DIGITAL : ドルビーデジタルソースを再生しているとき 

ドル ビープ □□ジック n デコーダーを使巧しているとを 
DTS 96/24ソースを再生しているとき 
DTS - ES のディスクリートやマト U ックスソースを再 
生しているとき 
DTS ソースを再生しているとを 
DTS NE 日;日マト U ックスデコーダーを使用しているとき 


□□ PL n ： 
DTS 96/24 : 
DTS-ES : 



VOLUME 

音量調整つまみ 
(- ► 14ぺージ） 

PHONES 

へッドホン端子 
0 21ぺージ） 

INPUT SELECTOR 

入カソース切り換えつまみ、 
マルチコント n —ル こユー 
切り換えつまみ/ボタン 
(吟12、14ぺージ） 

MULTI CONTROU 
PUSH ENTER 

マルチコント n —ルボタン 
(今] 2ぺージ） 


表术部 • D / M/W 打？（今]目ページ、「表示部を暗くする」）を "OW (入)"にすると、この部分の明るさが変わります。 


チューニング状態表示 

SPEAKERS A 、 巨 
( フ □ ントスピーカー）表示 

TAPE MONITOR 表示 
スリープタイマー表示 
共通の表示部 


-SPEAKERS - 

凸回 

•[TAPE MONITOR) 


TUNED ST の I 


]SFC [CENTER 

I2CH MIXIMULT 


FOCUS 
MULTI REAR 


-DIGITAL INPUT-* 

の回曲回 


MONO [sleep ___ 

I «<MULTI CONTROL ,〉》 回國画画 

ノ 1^1 i^-i niCITAI 


•MMggM 


DIGITAL , 
PROCESSING fS* 

kHz 100 0 

MHz IIJLUJ kHz 


サウンドモード表示 
音質.音場効果表示 
デジタル入力表示 （♦下記) 


マルチコント□ールモード表示 
デジタル処理表示 


周波数単位表示 


デジタル入力表示について 

デジタル入力信号に含まれるチヤンネルび表示されます。入力びアナ□グのとさは表示されません。 


L :フロントチヤンネル（左） 

C :センターチヤンネル 
R :フ□ントチヤンネル（ち） 

S :サラウンドチヤンネルびモノラルの場合に表示 


LS: サラウンドチヤンネル（左） 
SB: サラウンドバックチヤンネル 
RS :サラウンドチヤンネル（ち） 
LFE :重ほ音効果チャンネル 
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Dolby Digital および Dolby Digital EX について 

ドルビー研究所び開発したデジタルサラウンドシステムで 
す 。 Dolby Digital EX では、従来の已 .1 チヤンネルち式に 
加え、サラウンドバックチヤンネルを用いることで、さらに 
臨場感のある音場を作り出します。 

ドルビープロ □ジック 

Dolby Pro Logic n について 

ドルビーサラウンドだけでな<、2チヤンネルのあらゆるソー 
スをより1」アルな音場で再生ずるために開発されたデコード 
システムでず。サラウンドチヤンネルをステレオ音声、フルレ 
ンジ（音声帯域び20 Hz 〜20 kHz ) で再生します。 


DTS 、 DTS-ES および DTS 96/24 につし、て 

DTS 社び開発したデジタルサラウンドシステムでず。 
DTS - ES では、従来の已 .1 チャンネルち式に加え、サラウン 
ド J (ツクチャンネルを用いることで、さらに臨場感のある音場 
を作り出しまず 。 DTS 9己/24では、96 kHz /24 bit の高 
音質な音声ををチャンネルで再生しまず。 

DTS NE0:6 について 

DTS 社び開発したサラウンドデコードシステムでず。2チャ 
ンネルのステレオソースなどを、をチャンネルで再生します。 

AAC について 

目 S デジタル放送などに採用されている圧縮音声でず。 

をチャンネルのサラウンド音声を再生できます。 
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\«i« ►►/ ►wT 


ラジオ//じドミ肖音 i 


停止 一 B 熊止再生 

：?□囚 _ 



乂 アレ了 / UU Ulb 

2 CHMIX 兀□ジツク日 NE 0：6 SFC 


入カソース（音源)、リモコンモード 
切り換えボタン 

(吟22、23 ぺージ） 

チヤンネル（チヤンネル還局）ボタン 

(吟] 7、23 ぺージ） 

音量調整ボタン（吟] 3 ページ） 

消音ボタン（吟20 ページ） 

ラジオ選択/バンド切換ボタン 

(吟]己ページ） 


テスト（テスト信号出力）（今] 3 ページ) 
各種調整/還巧ボタン（今 13. 15 ページ) 

レベル（スピーカー出カレベル)、 
エフェクト（サラウンド効果調藝） 
ボタン 

(今13、1已ぺージ） 



U モコン 

AV システム（接続機器）電源ボタン 

(吟22、23 ぺージ） 

アンプ(本体）電源ボタン 


数字ボタン（吟] 己、22、23ぺージ) 


ダイレクトチューニング（直接選局) 

ボタン（吟] 己ページ） 


AV システム（接続機器）操作ボタン 

(吟22、23 ぺージ） 


音声切換（二重音声切り換え）ボタン 
(吟] 9ページ） 

ヘルプメッセージ表示ボタン 
(吟 24ページ） 

音質-音場効果ボタン 
(吟] 8ページ） 

ヴウンドモード選択ボタン 

(吟]已ページ） 


■ J モコンの準備 


巧電おの入れかた 


リモコンのほいかた 



■使用上のお願い 

♦受光部と U モコンの間に 
障害物を置かない。 

♦受光部に直射日光やイン 
ノ（ーター堂光灯の強い光 
を当てない。 

♦受光部と送信部のほこり 
にを意。 

■本体をラックに入れて使 
用するとさ 

ラックのガラス扉の厚さや 
色などによって、リモコン 
の動作範囲び短くなること 
びあります。 
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確認と準備 


各部のなまえ/リモ n ンの準備 































































































































本機背面 


◎がずンサ 

センターサブウー A— 

z©@ 


圆 ◎ 


(TV 入力 （ DVR) 入力 （ DVD) 入力 
71 r 光 2 [ 间 141 

1 DVR/VCR1 r DVD 


Q ◎◎ 


] サラウンドフ□ント出力入力 
肌 D/DV 。 6CH 人力 DVFWCR1 

音再 


出力 I に夕-出力入力 


モノラルピンコード 
刷売り） 


♦接続するときには、各機器の電源を切ってください。 
♦接続するスピーカーや機器の説日月書ちご覧ください。 

♦本機の上には物を載せないでください。 

■本機と各機器の接続には下記のコード-ケーブル類を 
使巧します。各接続ページをお読みの上、必要に応じ 
て準備してください。 


アクティブ（アンプ内蔵） 
サブウー八一 （別売 0) 


スピー カーの設置と接続 _ 

- DVD レコーダー、 DVD プレーヤーや 

ビデオデッキの接 続 _ 

子 I ノト’’の巧結 _ 

雷•厢 1- ドの接続 _ 

さらに 

を で、付属のアンテナやお手持ちの CD プレー 
ヤーなどを接続することで、より一層充実したホーム 
シアターや音楽空間をお楽しみいただけます。 


0 

© 圏 ® 

.. 乃 .. 畔夕 J 

: ’. 30 。; 30 。,’ 

/視聴位置 W 

取-入………蟲……… 

A 90。心ゾ9日。 is 


目0。 を .1 


貸-， 


回 

出力 

光 
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視聴位置か日フ□ント/セ 
ンター/サラウンド/サラ 
ウンドバックの各スピー 
カーを同じ距離に設置す 
るのび理想です。なお、角 
度はあくまでち目安です。 

•同じ距離に設置でさない場 
合は r 距離の設定」 

K 21ページ）を行って 
<ださい。 


よりリアルな音場を作り出すため、サラウンドバック 
スピーカーにち1応しています。 

(*14ぺージ 6.1 CH DECODING ) 

参ドルビーデジタルサラウンド EX や DTS - ES のソースを 
楽しむとさ 

♦サラウンドバックスピーカーの効果を加えたサラウンドを 
楽しむとを 


スピーカーインピーダンス 
フ□ント ( L / R ) 

A と B : 己〜16 

A または B :己〜1己 
センター： 己〜16 

サラウンド： 己〜1己 



ステレオピンコード（別売り） 

[品番： RP - CAP 3 G 10(1 m ) など] 

( L / 左）白 ci | III(rnniiv ィ皿11 1111 b 

旧/ち）ホ 


光デジタルケーブル（別売り） 

[品番： RP - CA 2 mOA り m ) など] 
角型 <〇]- 

同軸デジタルケーブル（市販） 


ビデオコード（別売り） 

[品番： RP - CVP 0 G 10(1 m ) など] 

コンポーネント映像コード（別売り） 

[品番： RP - CVPCG 10(1 m ) など] 



S 映像コード（別売り） 

[品番： RP - CVS 0 G 10(1 m ) など] 


別売り品の品番は、2004年2月現在のちのです。 
品番は変更されることびあります。 


光デジタルケーブルの接続方法 



お状を合わせて差し&む 


>ケーブルを急な角度 
に巧り巧げないで< 
ださい。 


準備〇 




ホ-ムシアターを接続するためのス テツプ 


—ムシアターの接続 


スピーカーの 設置と接続 


Q Q n n 


RQT7527 










フ□ントス ヒーカ ー(© 左®ち：別売り） 

テレビの左ちに置を、視聴位置で（実際に椅子に座 
るなどして）映像と音声の動さび合ラよラに、位置 
や角度を調整してください。 

センタースピーカー(@ :別売り） 

テレビの真上か真下に置さ、視聴位置での耳の高 
さへまっすぐに向けてください。 

サラウンドスピーカー（©を©ち：別売り） 

視聴位置の左ち（横またはやや後ろ）に、耳の位 
置より] m ほど高く設置してください。 

サラウンドバックスピーカー (©: 別売り） 

視聴位置の後ろに、耳の位置より1 m ほど高く 
設置して < ださい。 

ヴブウー八 一（© :別売り） 

テレビから大さく離れない程度の適当な位置に置 
いて < ださい。 

置 < 場所によって低巧の周波数特性び変化します 
ので色々試してみてください。例えば、部屋の隅 
に置くと少し不自然な感じにはなりますび音量び 
増加します。 


フ□ント A 端子にバナナプラグ（市販）を接続するときは 


スピーカー端子をちに回してしつ 
かり締めつけ、端子の巧にプラグ 
を挿入してください。 




スピーカ- 
コード 

(別売り） 



◎ 

◎ 



スヒーカーコー ドの接$71：方ま 


2 

フ□ント A 端モ 


その他の端モ 



•。励— 

♦L (左 )、 R (ち）と+、一をご確認の上、正しく接続してく 
ださい。誤った接続をずると故障の原因になりまず。 

参スピーカーコードをショートさせないでください。回路び 
破損する恐れびあります。 
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ホ I ムシアタ I の接扬 


確認と準備 


RQT7527 
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RQT7527 


DVD アナ□グ巨 CH 接続 


DVD レコーダーや DVD プレーヤーのアナ□グ 
音声出力を本機の DVD 6 CH 入力に接続して、 
DVD オーディオなどの高音質な音声を楽しむこ 


とびでをます。 
H 20ぺージ） 


DVD レコーダーまたは 
DVD プレーャー 

(ともに別売り） 


如 

センター/^フウ ー M - [ 

— り Oe ~ 

5 @ 嫁 ミ '’ ^nDnnnov , 

ミ戍 ◎< S ; — 

n _/ヴラウンド\□ント 出力 
/ I DVD/DVD 6C,>ro3 1_ DVFWC 


〇センター 
〇サブウー J \ 一 

◎ フ□ント L 
◎ フ□ント R 

>◎ サラウンド L 
>◎ サラウンド R 


高画質で楽しむ （ DVD レコ-ダ-、 DVD プレ-ヤ-やビデオデッキ） 


上記のビデオコードを使った接続よりち高画質で映像び楽しめます。お 


手持ちの DVD レコ- 
て接続して ください。 

S 2 映像を使ラ場合 

DVD レコーダー 
または ^ 

ビデオデッキ ■ 

(とちに別売り） ） 


出力 ◎ 
出力 ◎ 


-ダー、 DVD プレーヤーやビデオデッキに合わせ 


コンポーネント映像を使う場合 





巧1巧い 

DVD iDVR/VCRir 


DVD プレーャー 

相り売り） 


出力 

◎ Y 

〇 Pb/Cb 

◎ Pr/Cr 



DVD プレーャー 

(別売り） 


>コンポーネント映像は、 S 2 
映像よりを忠実な色を再現で 
さます。 


準備〇 





モニター出力 






ホームシアターの 接続 （つづき) 

DVD レコーダー、 DVD プレーヤーやビデオデッキの接続 

















CD 

テー フ 

TV 

DVD/DVD 6CH 入力 

DVR/VCR1 

サブウー A— 

TV 

TV 

置再 

映像 




f 册 MU 

テレビに内蔵されていない BS デジタルチューナーや CS チューナーを 
接続する場合は、上記のち法ではなく、 10ページ 「 BS デジタルチュ 
—ナーなどの接続」 のち法で接続してください。 


♦他の接続びすべて終わってから、最後に 
コンセントへ接続してください。 

♦電源プラグをコンセントに接続した状態 
で約 0.8 W の電力を消費しています。長 
期間使用しないときは巧いておいてくだ 
さい。 

ただし、電源プラグを巧いた状態で 
約2週間そのままにしておくと、本機の 
各種設定は工場出荷時の状態に戻ります。 
そのとさは再度設定を行ってください。 



デジタル入力端子の設定はををでをまず。 

例えば、お手持ちの DVD プレーヤーに光出力しかない場合 
は、"光] ( TV ) 入力" に接続して、「デジタル入力端テの変 
要」（今 ] 2ぺージ）で、を "OPT r (光])に設 
定することで使えるようになります。 



ステップ3 


テレビの接続 



曰口 

映像 

映像 

巧 

出力 

入力 

出力 

出力 

◎ ◎ 

◎ 

◎ 

圆 


本機背面 



ステップイ 


目 S デジタルチ 
ューナー内威テ 
レビなど、デジ 
タル出力端子の 
ある場合に接続 


^電源 コー ドの接続 

ご家庭の電源コンセント 
(AC ] 00 V 、已0/己0 Hz ) 



電源コード（付属) 


f ♦デジタル入力端テの 
設定は変更できまず。 

K 12ぺージ） 



A 


高画質で楽しむ（テレビ) 


上記のビデオコードを使った接続よりも高画質で映像び楽しめます。お手持ちのテレビに合わせ 
て接続してください。 


S 2 映像を使ラ場合 


テレビ访り売り） 


出力 ©^1 
入力◎寸 [ 


コンポーネント映像を使5場合 



よりもを、実な色を再現でさます。 


映像端子について 

参入力された映像信号 
は同じタイプの出力 
端テからしか出力さ 
れません。 

参本機のコンポーネン 
卜映像端テは Y 、 Pb 、 
Pr または Y 、 Cb 、 
Cr のコンポーネント 
映像に対応していま 
す。 
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ホIムシアタIの接挤(つづま 


確認と準備 























































































































































































準備 @ 


音声-映像機器の接続 


10 


アンテナのち続 


FM 簡易型アンテナ 
(付属） 

テープで壁や 
柱などに止める 


AM ループアンテナ（付属） 

白のコードを左、ホのコードをち 
の AM アンテナ端テに接続し、黒 
の コー ドをアースに卷き付けてく 
ださい。 



BS デジタルチューナーなどのち続 

BS デジタルチューナー（別売り）や CS チューナー（別 
売り）などを接続でさます。 


>デジタル入力端テの 
設定は変更できまず。 

(今] 2ぺージ） 



BS デジタルチューナ ー 
または CS チューナー 

(ともに別売り） 




<0~ 夕 ~~ B> 

=1 ]in nm>Y)y<nMn ri 1= 

― を ~ I 

•=nm ~~ 某 ~I 


光出力 


音青出力 


映像出力 


映像入力 


テレビ 

(別売り） 


RQT7527 






CD プレーヤーのち続 


CD プレーヤー（別売り）などを接続でさます。 


、デジタル入力端テの 
設定は変更できまず。 

(今12ぺージ） 




MD デッキ（録音用）の接続 


MD デッキ（別売り）などのデジタル録音機器を接続でさます。録音については20ページをご覧ください。 



r ル-フ T 淵 〇みげ 


1 


◎ ◎ 
◎ ◎ 


餐音(出力）再を(入力) 


-子一て 


t ンターヴブウ ーA- 

こ ◎◎ 

◎ ◎◎ 

◎ ◎◎ 

_入力_サラウンドフ□ント 


DVD/DVD 6CH 入方 




デジタル 

Ini イ 

ff^ 

ff^ 



UIU ， 

出力 

订Vルカ 

(DVR) 入力 

(DVD ルカ 

(CD ルカ 

ホ 

が1 

化 2 

同な1 

同 R2 


<0~ を ~~[〇> 


◎◎ PQ 
◎ ◎◎ ◎◎ 


出力 


入力 


出力 


- サブり一 A -' 


モニター出力 乂力 








カセツトデッキの接続 


カセツトデッキ（別売り）や MD デッキ（別売り）を接続できます。録音については20ページをご覧ください。 



•册 

•グラフィックイコライヴーを使用する場合は、テープ端テの 
"録音（出力)’’とグラフィックイコライヴーの入力端テを、テ 
-プ端テの"再生 (入力 )"とグラフィックイコライヴーの出力 
端子を接続してください。（今20ページ） 

ビデオカメラなどのち続 

ビデオカメラ（別売り）などを接続できます。 


> CD 入力、テープ再生（入力）などのアナログ音声入力端モ 
に、イコライヴーアンプ内蔵のアナ□グプレーヤー(当社製 
SL - J 8 :別売り）を接続する場合は、プレーヤーの PHONO 
OUT/LINE OUT を "LINE OUT " に切り換えてください。 



^ III 曲 ns 。 少畑 が1~户 



確認と準備 


音声•映像機器の接続 


RQT7527 



















































































































































































































































準備 @ 


アンプの設定（基本) 


本機の巧性を引を出すためのステップ 


ベーシックセットアップ 

B 始に SETUP 

test 

さらに 


21ページ「アンプの設定（応用)」で、ス 
ピーカーの有無やサイズ、視聴位置の距離 
の設定など、より詳細な設定び行えます。 

♦スピーカーや機器の説明書ちご覧ください。 



A B 

] つ 



アンブ AV システム 



〇 © Op 
〇包 0 

〇 〇 © H 

•で化够 LJ 


W パラ巧/;。ドミ肖音 

□ □口 □ 




フォ-カス7ルチリア レベルエフェクト 




■■■■ 


1つ >朋巧 q 

I ^本機の電源を切ってち、設定を終了していれば、設定 
RQT 7527 内容は記憶されます。 



ベーシックセットアップ 

BASIC SETUP 


接続したスピーカーや機器に合わせて、アンプの昼本的な設定を 
行います。特に適切な音声を出力させるためにち「スピーカーの 
有無の設定」は游ず行ってください。 



スピーカーの有無 
の設定 


SPEAKERS 


接続した スピーカーの 組み合 
わせを設定します。 

SUBW ： サブウー八一 
LR ： フ□ント L (ち) / R (も） 
C : センター 

S ： サラウンド 

SS : サラウンドバック 

スピーカーを接続し 
ていない 


デジタル入力端子 
の巧更 


D-INPUT 


デジタル入力端子に接続した 
機器に合わせて、設定を 
OP 。 （光1)、〇户 T 2( 光2)、 
COAX 1 (同軸 1) もしくは 
COAX 2 (同軸 2) に変更し 
ます。 


入力信号の設定 


IN MODE 


DVD プレーヤーや DVD レ 
コーダーなどのデジタル入力 
やアナ□グ入力を自動判別す 
るのか、あ 5 かじめ固定ずる 
のかを設定します。 


■ひとつ前のメニユーに戻る/ 
キャンセルする 

MULTI CONTROL 

一 Ol 


スピーカーのちおの詰をについて 

フ□ントスピーカーのサイズ 
H 21 ぺージ）は、 SUSW を 
" N 0" にすると "し亡" に自動 
的に設定されます。また、フ□ン 
トスピーカーのサイズを 
" SMALL " にすると SUSW は 
Yes ' に自動的に設定されます。 




































































































r マルチコント□-ルのメニューと工場出荷時の状態」については裏表紙を 
参照 < ださい。 


① 


' SPEAKERS ' 

を選ぶ 


サブウーハーの 有無接続した スピーカー 
を 撰ぶ 作^ m 組み合わけ 


INPUT SELECTOR 


INPUT SELECTOfi 


INPUT SELECTOR 



回して選び、 
巧してミ夫定 



回して還び、 
巧してミ夫定 


の組み合わせを選ぶ 
回して選び、 
巧してミ央定 



SPEAKERS 


SUBWYES 


LCR S SB 


YES : 
NO: 


サブウー八一を 
接続している 
サブウー八一を 
接続していない 


LCR S SB :すべてのスピーカーを接続 
し只 S SS :センターじ(がを接続 
LCRS __ :サラウンドバック ■ L ソがを接続 
L_R$__ :フ□ントとサラウンドのみ接続 

LCR _:フ□ントとセンターのみ接続 

し/? :フ□ントのみ接続 


① 


"D-INPUT’i' 
を選ぶ 


デジタル入力端子に^デジタル入力の設定 
心 接続した機器を選ぶ W をホ苗ホス 


INPUT SELECTOR 


INPUT SELECTOFI 


INPUT SELECTOR 



回して選び、 
巧してミ夫定 


D-INPUT 



を変更する 

回して選び、 
巧して巧定 



OPT 1 




OPTU OPT 2. 
COAX U COAX 2 


」 

手順②と③を繰り返して各 

「 


入力端テの設定を変更する。 



亡"を 

w 選 


選ぶ 


INPUT SELECTOR 


デジタル入力端子に入力信号の判別方法 

^巧結 I . t - 微嬰お盟ぶ、とンを選ぶ 


INPUT SELECTOFI 



回して選び、 
巧してミ夫定 


接続した機器を選ぶ 
回して選び、 
巧してミ夫定 


INPUT SELECTOR 




回して選び、 
巧してミ央定 


IN MODE 


TV 


AUTO 


TV' DVR' DVD、CD 


AUTO ： 自動判別 

ANALOG :アナ□グに固定 
DIGITAL :デジタルに固定 
PCM FIX ■■ PCM デジタルに固定 


手順②と⑤を繰り返して 
入力信号の設定を変更する。 


入力信号の設定について 
— PCM 円; r は、 PCM 宿楽 CD など）のデ 
ジタル信号のみを処理するよラに設定します。 
CD を再生したとを、巧の始まりび途切れるよ 
うな場合に使用してください。正常に再生でき 
る場合はこの設定を行う必、要はありません。 

♦ ノイズび発生する場合は稱除してください。 


ステップ2 


テスト 

TEST 


デジタル入力端子のををについて 

ひとつの入力に巧して複数の端テを使 
用ずることはでをません。例えば、エ 
場出荷時の設定か5、 DVD のデジタル 
入力端テを " OPT 1" に設定した場合、 
DVD を光1 ( OPT わ入力しソ外のデジ 
タル端子で使用することはできません。 


視聴位置で、フ□ントスピーカーと 
各スピーカーか日の音がバランスよ 
<聞こえるよラに、スピーカーの出 
カレべルを調壁します。 

《- SPEAKERS A を還ぶ 

巧す 


1 


SPEAKERS 
A B 


-SPEAKERS- 

凸 


♦スピーカー目を選択していると、テスト 
信号は出力されません。 

2 テスト信号を出力させる 

( テスト 、 巧す 




約2秒間隔で下記の順に出力されます。 

1. L ： フ□ント（左）己. se :サラウンドバック 

2. C :センター 6. LS :サラウンド（左） 

3. R ： フ□ント（ち） 7. $W ： サブウー八一 

4. 只 S: サラウンド（ち） 
mSPEAKERS の設定（吵左記または2 1 

ぺージ）で" _" 、 'NONE' または "A/0" に 
設定したスピーカーはスキップされまず。 


〇フ□ントスピーカーを通 
一常聞く音量にする 


音呈 


巧す 


WL-SOdB 


■dB (最 ル） ^ OdB (最大） 


4 


調整するスピーカーを還ぶ 

巧す 


レベル 


C 




じ R$ 、 SB 、 L$、$W 


C るスピーカーの音量を 
〇調整する 


+ 


巧す 


C i4dB 


C/R$/$B/L$ : -70 施〜 +10 dB 
(工場出荷時： 〇服) 

SW ： MIN (最ル） 一1〜19 

^ MAX 慮大）江場出荷時： 7り） 


手順4と5を繰り返して各スピーカー 
を調整する。 


♦手順4と5では調整しているスピーカー 
か5のみ出力されまず。操作後約2砂経 
つと、再び順に出力されまず。 


6 


テスト信号を止める 

テスト… 

( —\巧す 


J 


確認と準備 


アンプの設定(基本) 


3 









































































































アンプ AV システム 



〇 〇 〇 
〇 〇包 
誓〇。狼 

W / イイ ►►/►►! ラジオ/ J 。 ド ミ肖音 

口 □ □ □ 


停止 -m± 再生 










! @ @の 



(I.ICH DECODING] 


4 


BGV (バックグラウンドビジュアル）機能 

DVR / VCR 1 に接続した映像機器を再生中に、セレクター 

を TUNER 円 W 、TUNER AMs CD または TAPE に切り換える 
と、映像機器の音声は消えますび、映像はそのまま残ります。 

本機で再生可能なデジタル信号 

•AAC 

• ドルビーデジタル（ドルビーデジタルサラウンド EX ち含む） 
•DTS ( DTS - ES、DTS 9己/24も含む） 

参 CD などの PCM 信号（同軸1デジタル入力端子は192 kHz 
まで、その他のデジタル入力端子は9己 kHz まで） 

•册 

ドルビーデジタル RF 信号や、 MPEG 音声信号は再生できません。 

デジタル信号について 

•デジタル信号び入ったときや 、 IN MODE (今] 2ぺージ） 
を DIGITAL - に切り換えたときは、表示部にデジタル入力 
表示び点巧しまず。（今4ページ） 

•多チャンネルのデジタル信号び入ったとさはマルチデコーダー 
ランプび点なします。（吟4ページ） 


サウンドモードについて 

参センターとサラウンドスピーカーを" 
または " NONE " に設定したとき（今 
12、 2] ぺージ）は、ド ルビー プ〇日 
ジック n、DTS NEO : 日、 SFC の各モー 
ドは使用でさません。 

• PCM 信号のサンプリング周波数び 
48 kHz を越えると田ま、ドルビープ 
□ □ジック n 、 DTSNE 0:6 、SFC の 
各モードは使用でさません。 

• ドルビーデジタルサラウンド EX や 
□ TS - ES の信号を自動的に認識しない 
とさは、本体の[曰' 1 CH DECODING ] 
を押してサラウンドバックチヤンネル 
をち効にして < ださい。 


サラウンド 
効ま一覽 


-SPEAKERS - 

凸 


3 


セレクターを切り換え、 
入カソース(音源)を還ぶ 


INPUT SELECTOR 



回す 


DVD 


TUNER FM、TUNER AM 、 CD 、 TV 、 
DVD 、 DVR/VCR1、VCR 2、 TAPE 


A 入カソース （音源） を 
4再生する 

参入力信号に応じてステレオまたはサラ 
ウンドで再生されます。例えば、ドル 
ビーデジタルや DTS などのをチヤ 
ンネルデジタル信号の場合は、自動的 
にサラウンドで再生されまず。 

■好みのサラウンド効果を加えたい場さや 
をチヤンネルをステレオで聞きたい場合 
などは（今ち記「サウンドモード」） 

参スピーカー B を選択していると2チ 
ヤンネルのみの再生になります。多チ 
ヤンネル再生させたい場合は、旧]を 
巧して、 "回" を消してください。 


5音量を調整する 


回す 



VOL-SOdB 


.地撮ル） 


OdB (最大） 


■再生を楽しんだ後は 

音量を下げてから [ POWER 由/1]を押 
して電源を切ってください。 


映画や音楽を楽しむ 


POWER 也/1 


A 巳 

r I I 



f 


1電源を入れる 




POWER (VI 


巧ず 


ウ SPEAKERS A を 

■—脚ぶ 


SPEAKERS 押ず 


r サウンドモード 


SFC 

サウンドフイールド 

(Sound Field 

コント□ール 

Control) 


ドルビーデジタ 
ル' DTS 、 アナ 
□グゃ PCM の 
ソース に好みの 
臨場感や広びり 
惑を与えたサラ 
ウンドが楽しめ 
まず。 


DTS NEO: 6 

ステレオ ソース 
ををチヤンネル 
で楽しめまず。 


DOLBY PRO 
LOGIC n 

ドルビーヴラウ 
ンドの ソース の 
みな5ず、他の 
ステレオ ソース 
でちサラウンド 
が楽しめまず。 


L ^ oil + 口岂ろ 

s 0 s«s- 

f 逞 isl 早 


Q ンカウり作 
- c ウ-ラよを 
J コ E ラピサ、場 
6デ D サスたで音 


















































































































□□ 

プ□□ジックロ 

( _ ) 

I 

MOV!E 


巧して還ぶ 


MUSIC 



PANORAMA 


WUSICi および rPANORAMAi で巧える調整 


♦下記「サラウンド効果一覧」を参照< 
ださい。 

■ステレオ音声に戻ずには 

[ステレオ /2 CH MIX 、 切]を押す。 


CM / I / D 打 y (Center Width Control ) 

フロントとセンタースピーカーの音を全体的 
に調整して、より自然な音楽再生びできまず。 
0 ( センターびはつきりする）から 7( セ 
ンターび広びる）の間で調整でさます。 
工場出荷時は 3 です。 

エフェクト ー 


+ 


DIMEN (Dimension Control ) 

フロントとサラウンドスピーカーの出 
カバランスを調整できます。 

-3( サラウンドび強くなる）から +3( フ 
□ントび強くなる）の間で調整できます。 
工場出荷時は 0 です。 

エフェクト ー 


巧して 

" C - WDTH — を還び、 


理@ 

巧して 
調整ずる 


+ 


巧して 

“ DIMEN " を還び、 


巧して 
調整ずる 


DTS I 

CINEMA 

NE0:6 

【 ) 


巧して還ぶ 

MUSIC 


♦下記「サラウンド効果一覧」を参照< 
ださい。 

♦ " DTS " ランプや" □□ D に ITAL " ランプ 
び点灯しているときは、 " C / A / 亡/ 
モードになりまず。変更でをません。 

■ステレオ音声に戻ずには 

[ステレオ /2 CH MIX 、 切]を押す。 


■ r / wus / 幻で巧える調整 

センターイメージコントロール 

C-IMG (Center Image Control ) 

フ□ントとセンタースピーカーの音を全体的に調整することで、より自然な音楽再 
生びできます。 

0( センターびはっきりする）から 5( センターび広びる）の間で調整できます。 

工場出荷時は 3 です。 

エフェクト ー + 


巧して 

" C -/ MG " を選び、 


風 rpi 

巧して 
調整ずる 


SFC 


押して 

" MUSK " または 
" AVmQVIE " を 
選び、 


理風 

巧して還ぶ 


MUSIC 

► 

AV/MOVIE 

▼ 


▼ 

LIVE 


DRAMA 

POP/ROCK 

ACTION 

VOCAL 

SPORTS 

JAZZ 

MUSICAL 

DANCE 

GAME 

PARTY 

MONO 


SFC のすベてのモードで巧える調整 

スピーカーごとに調整して好みのサウンドを作ることびでをます。 


化カレべルを調醫ずる 

C (センター)、 LS (ちサラウンド)、 fiS (ち 
サラウンド）または SS (サラウンドバック、 
已 .1 CH DECODING 時のみ）では、 
-10 dB 〜+10 dB の間で調整できまず。 
SW (サブウー八一)では、…（切）、 
M/W (最ル）、 1〜 19' /IMX (最大）の間 
で調整でをます。 


•下記「サラウンド効果一覧」を参照< 
ださい。 

■お除ずるには 

[ステレオ /2 CH MIX 、 切]を押す。 


レベル 


巧して 

スピーカーを選び、 


+ 


埋の 

巧して 
調整ずる 


効果の強弱を調醫ずる 

効まの強弱を EFFECT 1 (最ル）から 
EFFECT 10 (最大）の間で調整でさま 
す。 

工場出荷時は EFFECTS でず。 


IフIクト ^ - + 

口戸のの 

巧す 巧して 

調整ずる 


〔6.1 CH DECODING ] 


巧ず 

ランプび点巧します。 


• ドルビーデジタルサラウンド EX 、 

DTS - ES ソースの場合は、ボタンを押さ 
な<てち自動的に働<ちのちあります。 

■解除ずるには 

もう一度[日. 1 CH DEC 日 DING ] を巧す。 


チヤンネルミックス 

2 CH MIX 

をチヤンネルの信 
号を2チヤンネル 
に集約し、をちのフ 
□ントスピーカー 
か S 出力しまず。 


ステレオ/ 
2CH MIX 

9 


巧ず 


■をチヤンネル音靑に戻ずには 

もう一度[ステレオ /2 CH MIX 、 切]を押す。 


ドルビープ□□ジック n DTS NEO :6 


SFC 


MOV 7 E (ムービ ー） 

ドルビーサラウンドで記 
録された映画ソフト（特 
にビデオテープ）で使用 
して < ださい。 

/ WUS / C (ミュージック） 

ステレオ音楽 ソースを ヴ 
ラウンドで巧生します。 

(パノラマ） 

さらなる広がりによって 
音楽に包まれるよラな感 
覚が得られます。 


CINEMA (シネマ） 

映画ソフトで効果 
があ0ます。 

MUSIC 

(ミュージツク） 

ステレオ音楽ソー 
スをヴラウンドで 
再生します。 


MUSIC [ミュージツク) 


L / V で（ライブ） 

大さなコンサート 
ホールに いるような 
音の反響と広がり。 

POP/ROCK 

(ポップ/□ック） 
ポピュラーや□ック 
音楽に適した効果。 
VOCAL (ボーカル） 

ボーカルの声を際立 
たせる効果。 


AV/MOVIE ( AV / ムービ ー) 


JAZZ (ジャズ） 

ジャズクラブのよラな 
狭い部屋での音の反響。 

DANCE (ダンス） 

ダンスホールのよラ 
な広い空間で響いて 
いる音の広がり感。 
M 片 7 T (パーテイー) 

ノ く一了ィー舎場などの、 
どこにいてちステレオ 
音声を楽しめる効果。 


DRAMA (ドラマ） 

セ U フがインにな 
るよラなドラマに適 
した効果。 

ACTION (アクション） 

迫力のあるアクショ 
ン映画に適した効果。 

SPORTS (スポーツ） 

スポーツ 観戦をして 
いるような臨場感。 


MUSICAL 

(ミュージカル） 

ミュージカル劇場に 
いるよラな臨場感。 

GAME (ゲーム） 

迫力のあるサウンド 
で ゲームな どを楽し 
むとさ。 

MONO (モノラル） 一 I — 

昔のモノラル音声の映 〇 

画などに適した効果。 


楽しむ 


映画や音楽を楽しむ 
















































































C " MANUAL ’ 
^ を選ぶ 


0 設定をおえる 7巧みの放を局を受信する 


MULTI CONTROL 


INPUTSE 止 CTOR 



回して 

選び、 

巧して 

決定 




数回押して 
" EXIT " を選び、 

▼ 

巧ず 



■自動的に選局ずるには（オートチューニング） 
ボタンを長く巧し、周波数表示が変わり始めた5指を離す 

♦最初に受信した放送局で自動停止します。 

♦オートチューニング中、周囲に電波巧害びあると、放 
送局を受信せずに停止することびあります。 , 


>ラジオ受信中に DVD レコーダーや DVD プレーヤーなどからノイズを捨ラことびあります。そのとをは各機器の電源を切るか、 AM ループ 
アンテナを本機と各機器か5でさるだけ離してくださし、。 


■ラジオ受信中に雑音がをいとを 


16 


I マルチコント □- 
' ルモードに入る 

MULTI CONTROL 

〇 巧す 


P 設定を巧更する 

^ ( 今ち記） 


3 


設定を援える 


MULTI C0MTR0L 

〇 

PJSHENTER 



数回巧して 
" EXIT " を 
選び、 

▼ 

巧す 


FM ステレオ放送で 
雑音び多いとき 

(FM モード） 

モノラル音青に切り換えて、 
雑音を減日しまず。 

♦モノラル音青に設定すると表示 
部に " MONO " が点なします。 


AM 化をでが音びをいとを 

(ビートプルーフ モー ド） 

AM 放送で雑音が気になる場合 
はこの設定を巧ってください。 

♦音量が変わりまずが、雑音が 
減る場合があります。 
♦モードを切り換えるとアツテ 
ネーター （■>♦ 19ぺージ）ち 
連動して切り換わります。 


の " TUNER " 

^選ぶ 


を 


WUTSUCrOR 



回して選び、 
巧してミ夫定 



MODE " を 


回して選び、 
巧してミ夫定 


@ " MONO " を 
選ぶ 


回して選び、 
巧してミ夫定 



TUNER FM MODE 


MONO 


AUTOs MONO 

■解除するには ' AUTO " を選ぶ 


の " OPTION " 

^選ぶ 


を 


が ‘ B PROOF " 

^選ぶ 


を 


風 "MODEST 

い "MODE B’’ 


または 
を選ぶ 



回して選び、 
巧してミ夫定 



回して選び、 
巧してミ夫定 



回して選び、 
巧して決定 


OPTION 


BPROOF 

MODE A 


MODE As MODE B 

♦雑音のかないモードを選んでください。 


〇 “TUNER 
^選ぶ 

INPUT SELECTOR 



クマルチコント□—ル 
L モードに入る 


巧ず 


1 " TUA / E /?™" または 
■ " TUA / E /?>4 M " を還ぶ 


INPl/T SELECTOR 



TUNER FM 


TUNER 


TUNING 


ラジオを聞< 

MULTI CONTROL INPUT SELECTOR 



本体で操作 
ずる 


周波数をさ 
ねせてが送 
局を選ぶ 


I U モコンで I 
操在ずる 


数字ボタンを使 
つて直接放送局 
を指定でをまず。 


"円 W " または " AAf 
を選ぶ 


ラジオ/パンド 

□ 


巧す 


FM 76.0 


MHz 


2 


ダイレクトチユーニ 
ングモードにする 


腸づ〇 


押す 


MHz 


力ーソル 


Q 周波数を入力する 

@感感 
@ @ 〇 
感 Q Q 
ぴ 




カーソルび点滅している間に 

巧す 

例： 88.1 MHz に合わせる 

©一© 一 U を押す。 


♦周波数び正しく入力されると、周波数び一度点滅し、 
その後、点灯状態になります。 

♦受信でさない周波数を入力すると ' ERROR ' び表おさ 
れます。ちラー度入力し直してください。 


を 


て、て 
しびし定 
回選巧決 


て、て 

をしびし定 
"回選巧決 


G 



I 臣『日じ 5S 

感©©が I 口 11 

に感感 © ぴ|马 

〇 @參|口社 






























































































r マルチコント□-ルのメニューと工場出御まの状態」については裏表紙を参照くださし、。 


5 



C マルチコント □- 
U ルモードを按える 

MULTI CONTROL 数回巧して 

9 " EXIT " を 

• 、巧7だ 

PUSHEMTER 


巧ず 


7チヤンネルを選ふ 



CH 


1巧す 

1♦ボタンを押したままに 
すると、チヤンネルを 
早送りでをます。 





‘.‘TUNER FM" または 
■ TUA /£/?>4 M " を還ぶ 


2|!1： 


ルチコントロールウ "TUNER 


ドに入る 


INPUT SELECTOR 


選ぶ 


INPUT SELECTOR 



回ず 


〇 

PUSH ENTER 


押す 



PRESET 


放送局を記憶をせて聞< 


本機のプリセツトチャンネルに周波数をメモリー(最大30局）し、簡単に受信できます。 


J 


■自動で記憶させる（オートメモリー） 

受信でをる放送局をほい周波数から順に自動で記憶していさます。 
FM 局： 1〜30チヤンネルに記憶 

AM 局： 21〜30チヤンネルに記憶 

■ 化ずホに FM 局から行ってくだホい。巧にする卜 AM 局の 

メモ U —わ！ M えてしまいます。 


■手動で記憶させる（マニュアルメモリー) 

好みの放送局を好みのチヤンネルに記憶でさます。 


•册 

電波び顏い、あるいは強ずざるなどの理由で正確にオートメモ 
U - でさないことびあります。その場合はマニュアルメモリーを 
行ってください。 


自動で 

記憶させる 

(才ート 
メモリー） 


FM の場合は 
76.0 MHz' 
AM の場合は 
522 kHz 
に合わせる 
(今左ページ） 


つマルチコント □— 
L ルモードに入る 

MULTI CONTROL J 田一 »- 

PUSH ENTER 


〇 "TUNER” を選ぶ A ''AUTO MEM " を選ぶ 

W INPUT SELECTOR ^ 圆 T SELECTOR 



回して還び、 
巧して決定 



回して選び、 
巧してミ央定 


TUNER 


lUTO MEM 



を選ぶ 


回して選び、 
巧して巧定 


START 


STARTs CANCEL 

♦オートモリーび始まり、 "の" び点滅します。 
♦放送局び記憶されるとメモリーしたチャン 
ネルと" の" 表示び約1秒間点灯します。 
♦オート六モ U —び終了すると、最後に記憶され 
た放送局の周波数び表示されまず。 

■中止ずるには"な WC 日/を選ぶ 


1好みのがを局 
I を受信する 

(呼左ぺージ） 


手動で 

記憶させる 

(マニュアル 

メモリー) 


つマルチコント □- 
L ルモードに入る 

HULTI CONTROL 巧す 


〇 "TUNER " を選ぶ A "MEMORY " を選ぶ 

… PUT SELECTOR INPUT SELECTOR 



回して選び、 
巧してミ夫定 



回して選び、 
巧してミ夫定 


TUNER 


MEMORY 


5 


記憶させるチヤンネルを選ぶ 


INPUT SELECTOR 




回して選び、 
巧して巧定 


CH 



州 1 〜州 30 

•チヤンネルを 
ミ央定すると 

"STORED " 巧 

表示されます。 


•が IMU 

♦続けてメモ U —する場合 
は手順1から行ってく 
ださい。 

♦放送受信を " MONO " に 
設定した状態ちメモリー 
でさまず。（吟左ページ） 


6設定を援をる 

MULTI CONTROL 

〇 数回巧して 

" EXIT " を還び、 


巧ず 



メモ U — 
したが送 
局を聞< 


■チヤンネルを切 D 換える 


■数字ボタンでチヤンネルを入力する 


チヤンネル 



八 


V 


巧す 


ほたは） 


CH 


〇感感 
@感 ◎ 
(§) 0 © 
a 敬 


押す 


CH 


チヤンネル ] 01；!上の選びち 

例：…鄉一〇- 敏1 
2巳货一感一感 


7ルチコント□-ルメ ニユー 

■ひとつ前のメニューに戻る/キャンセルずる 


MLLTI CONTROL 


〇 

=USHEKTER 


I / 


て、て 
しびし定 
回選巧巧 



て、て 
しびし定 
回還巧巧 



を 


て、て 
しびし定 
回選巧巧 


楽しむ 


ラジオを聞ぐ 
































































便利な機能 


音質-音場効果/ 

MULTI CONTROL INPUT SELECTOR 



サプウ ー A — 巧して選ぶ 



サブウー八ーレベルの調整 

ソース（音源）を再生中に出カレベル 
を調整でをまず。重低音に物足りなさ 
を感じたり、抑えて出力させたいなど、 
好みにあわせて調整でをまず。 


センター フォー カス 


センターチヤンネルに音声がある 
ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC のみ 


センタースピーカーか5聞こえる音青 
をテレビ画面の中央に集めることで、 
テレビ画面の中か己音青が聞こえてく 
るかのよラにしまず。 


7ルチ y アサラウン 


サラウンドチヤンネルに音声がある 
ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC のみ 


サラウンドスピーカーがを数あるよ5 
な効果を楽しめまず。 


バスシンセサイザー 

重量感を持たせた迫力のあるほ音を楽 
しめまず。 


より自然な音で聞< 

(マルチ-ソースリ.マスター ） 

ソース（音源）に記録されていない局 
い周波数信号を付け加えることで、よ 
り自然で豊かな音質が楽しめまず。 


入力信号を DTS に固定する 

( DTS 円 X モー ド） 

DTS のデジタル信号のみを処理ずるよ 
うに設定しまず。 DTS ソース宿源） 
を再生してち、信号が自動判別され 
ず DTS のデコーダーランプび点灯し 
ない場合に使いまず。 


SW 10 


-、 MIN (最小) 、5、10、15 、 MAX (最大) 


参現在の設定び表示されます。 

♦工場出荷時の設定は " SW 10.’ です。 
• を還ぶとサブウー八一から音は 
出ません。 


fi 册 

参サブウーノ V —レベルび高い状態で本機 
の音量を上げると、サフウー八一から 
出力される音びひずんで聞こえること 
びありまず。この場合はサブウー八一 
レベルを下ばてください。 

♦細かく設定したいときは、 「 TEST 」 

で、出カレベルを調整してください。 
(今 I 3ぺージ） 


めろ- 

，フォ-カス、 巧す 



■解除ずるには、をラー度押ず 


* 制 

参センタースピーカーを"または 
' NONE " に設定したとき（今12、 
21ページ)は、この機能は使えません。 
♦センターチヤンネルにのみ音声びある 
場合（モノラル）は、この機能は使え 
ません。 


可げリア Jffl - g - 


M.REAR 


■解除ずるには、をラー度押す 


•册 MU 

•サラウンドチヤンネルびモノラルの場 
合は、この機能は使えません。 

参サラウンドスピーカーを"または 
" NONE .’ に設定したとき（- ► 12、 

21ぺージ)は、この機能は使えません。 


BASS い甲 9 


synthesizer I ランプび点灯します。 


BASS om 

■解除するには、ちラー度押ず 


fi 渐 iiaa 

ソース（音源）がドルビーデジタルのス 
テレオや DTS のステレオの場合は使え 
ません。 


MULTI-SOURCE 1巧して漠ぶ 
化匿 ER I ランプび点灯します户 


EFFECT 1 


PflOCESSING 

並 


I 


EFFECT 1 :テンポのまい巧（ポップスや□ックなど) 
EFFECT 2 : さまざまなテンポの巧（ジャズなど） 
EFFECTS :ゆっくりした巧（クラシックなど） 
EFFECT 4 :圧縮して記録された音楽ディスクなど 
OFF ： 切（工場出荷時） 


U . マスター使用時は、入力信号の倍の周波数でデジタル®理されまず。（アナ□グ音靑は9日 kHz で迎理） 


入カソース（音源）を選んだ状態で 


(6.1 CH DECODINGJ 


TUNE ' 


“DTS FIX " び表示されるまで 
巧したままにずる 


DTS FIX 


■解除するには、 AUTO " び表示 
されるまで押したままにする 


fi 制 

参正常に再生でをる場合はこの設定を行 
ラ必要はありません。 

♦ DTS FIX モードでは、巨. 1 CH 
DECODING モードは使えません。 

参 DTS - ES や DTS 9己/24は通常の 
DTS (サラウンドバックの音声びな 
いなど）で再生されます。 

参電源を切ると DTS FIX モードは解除 
されます。 , 


18 


センターフォーカス、マルチリアサラウンド、パ’スシンセサイザー 

は、下記の場含は使えません。 

•デジタル入力信号が1チャンネル（モノラル ）、 DTS 96/24 
または PCM のサンプリング周波数が48 kHz ULh の場合 
•ドルビープ□□ジック n、DTS NE 日;目、 SFC またはマル 
チ-ソース1」.マスターを使っている場合 


センターフオーカス、7ルチ U アサラウンド は、下記の場をは 

使えません。 

•入力信号が PCM またはアナ□グの場合 
• DVD アナ□グ目 CH が選ばれている場合 


-i 


i ±三 

«1 

L S 0 

■臀篇端 



































































































r マルチコント□-ルのメニューと工場出御まの状態」については裏表紙を参照くださし、。 


マルチコント □- 
ルモードに入る 

MULTI CONTROL 

〇 巧す 


P 設定を巧更する 

こ（今も記） 


3設定をおえる 

MULTI CONTROL 数同巧しァ 

? " EXIT 。 を 

PUSH ENTER 累び 


巧す 



■ひとつ前のメニューに 
戻る/キャンセルずる 

MULTI CONTROL 

一〇 


SHmR 


音質の調壁 

BASS (低音）と 
TREBLE (高音）を調整でを 
まず。アナ□グ入力 （DVD 
臣 CHty 外）または PCM 信 
号でのみ行えまず。 


音量バランスの調壁 

左ちフ□ントス ピーカーの 出 
カバランスを調整でをまず。 

L : 左フ□ント 
R ： ちフ□ント 


二重音青の切り換え 

BS デジタル放送の AAC 
信号やドルビーデジタルの 
二重音青を切り換えること 
びでをまず。（二重音青信号 
を受信すると表示部に 
' DUAL " と表示されまず。） 


ル音罰も®きをすくずる 


ダイナ5ックレンジの圧縮に巧 
応したドルビーデジタルのみ 


音青信号の最大音と最小音 
の差を圧縮し、音場に霞響 
ずることなくか音量でちセ 
U フを聞をやずい音にしま 
ず。深夜など大きな音を出 
せない場合に便利でず。 


アツテネーターの 

切り換え 

アナ□グ入力で再生中、音び 
ひずみ、表示部に 
" OVERFLOW び点なした 
場合は " ow (入)"にしてく 
ださい。 


表示部をおくする 

部屋を暗くして、映画を見 
るとさなどに便利でず。 
LEVEL 1 け月）か5 LEVEL 3 
(暗）の間で調整でをます。 


ス U — プタイマー 

設定した時間が経過ずると 
自動のに電源び切れまず。 
就寝時などに便利でず。 

, 30、巨0、90、1吕〇分の設定 
びでをまず。 

参設定すると表を部に "SLEEP" 
が点'なします。 


の" TONE " を選ぶ巧 V‘S が S " または减調藝ずる 
^ ^ yREBLE " を選ぶ ^ 



回して選び、 
巧して決定 



回して選び、 
巧して決定 



回して選び、 
巧してミ夫定 


TONE 


BASS 


OdB 


人 


BASSs TREBLE 


■10 dB 


人 


の ''BALANCE^' 

^ を選ぶ 


② 


調整ずる 



回して選び、 
巧して決定 



回して選び、 
巧してミ夫定 


BALANCE 


A 



'バーの表巧は 
あくまでち目 
まです。 



OPTION " を選ぶ 


回して選び、 
巧して決定 



‘DUAL PRG ” を選ぶ 


回して選び、 
巧して決定 


音声を選ぶ 


回して選び、 
巧して決定 



OPTION DUAL PRG 


MAIN 


■二重音声はリモコン 
でも切り換えること 
がでをまず。 


音封贩 


MAIN : 主音青 

SUB 副音声 

MAIN-hSUB :主十副音声 


" OPTION ” を選ぶ 

^ 回して選び、 

巧して決定 




"抓 COMP " を遺ぶ 


回して選び、 
巧してミ夫定 


設定を選ぶ 


回して選び、 
巧して決定 



OPTION DH COMP 


OFF 


OFF ： 通常の再生 

STANDARD :ソフト制作ちび家庭用として推奨する圧縮レベル 
MAX ： 深夜視聴を前提とした最大の圧縮 



OPTION " を選ぶ 


回して選び、 
巧して決定 



' A / DATT " を選ぶ 


回して選び、 
巧してミ夫定 



ON ” 選ぶ 


回して選び、 
巧して決定 


OPTION A/D ATT 


ON 


OFF 烟 )、 OW (入） 

■解除するには "OFF" を選ぶ 



DIMMER " を選ぶ 


回して選び、 
巧して決定 



〇が’を選ぶ 


回して選び、 
巧して決定 


設定を選ぶ 


DIMMER 


ON 



回して選び、 
巧してミ夫定 


LEVEL 2 


OFF 畑 )、 OW (入） 

■解除するには "OFF を選ぶ 


LEVEL 1、 LEVEL 2 、 
LEVEL 3 



SLEEP '^ を選ぶ 


回して選び、 
巧して決定 


時間を選ぶ 



回して選び、 
巧してミ夫定 


SLEEP 


OFF 


OFF 、 如、關、 90、120 
■解除ずるには "OFF" を選ぶ 


■巧り時間を知る 

一度設定ずると手 
順②に残り時間 
び表示されます。 
■設定をやり直ず 
手順②でをう一 
度時間を設定して 
<ださい。 


■ 


楽しむ 


音質•音場効果\便利な機能 
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音質-音場効果/便巧な機能（つづま) 


SPEAKERS 
A 己 

I I 





W W 

W ►►/►►! ラ巧/胁 ミ肖旨 

ロロ ロロ 

信 I 卜一時每止 再生’ 


r 

DVD アナ□グ 6 CH を再をする 

DVD レコーダーや DVD プレーヤー 
のアナログ音亩出力を本機の DVD 
6 CH 入力に接続して、 DVD 才ーディ 
才などの高音質な音青を楽しむことが 
でをまず。 

準備： SPEAKERS 
" DVD " にす; 

DVD "DVD 

( — ) で巧し 

-アナ□ク 6 CH 

■解除するには、 
押したままにず 

A を選び、セし 
5。 （ 今]4ぺ 一5 

6 CH " が表示 S 
/たままにずる 

DVD 6CH 

DVD が表示さ 
る 

'クターを f か IMEJ 
乃 SPEAKERS (岭12、 

*れるま 21ぺージ）は無効になります。 

DVD レコーダーまたは DVD プ 
レーヤーで、スピーカーの有無や 
サイズを設定してください。 

れるまで 

一時のに音を消す （ミ； 1- ティング） 

参機能び働いている間、表お部に " MU 打 A/G 
/ SOW " と繰りあし表示（スク□-ル）さ 
れまず。 

ろ 巧す 

■解除するには、 

MUfiNG 1 

をラー度押す 

«册 

電源を切ると、ミューティングは 
解除されます。 

スピー カ ー B を巧う 

フ□ント B 端子に接続したスピーカー 
か S 音声を出力しまず。 

SPEAKERS 

A B 

1 1 ; 

巧す 

-SPEAKERS- 

回 

f が IMU 

♦スピーカー巨を選択ずると 2 チャンネルの 
みの再生になります。多チャンネル再生さ 
せたい場合は、"回"を消して、 "凸" 
のみの選択にしてくださし、。 

♦A 端子に接続したスピーカーの音を消したい場 
合は、 [A] を押して "凸" を消してください。 

グラフィックイコライザーを使ラ 

グラフィックイコライザーを本機のテー 
プ端モに接続して使用ずる場合は、テー 
プモニター機能を働かせまず。 

L _ 

(セレご 
テ-プ "了 API 

1 ^ ) する3 

■解除するには、 
えるまで押した 

7 夕一び77げ£しが 
E MONITOR " t 
ミで巧したままに 

[TAPE MONITOR 1 

"TAPE MONITOF 

ままにする 

，浩を ） おか巧* 

♦入力信号びデジタルの場合、テー 
プモニターは働をません。 
•接続したグラフィックイコライ 

V . ゎ巧 y ヴーの設定により、音びひずむ 

3 ことびあ 0 ます。 

J 


録音 ♦ 録画 
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♦本機の " DVR / VCRl " 端テに接続した DVD レコーダーまたはビデオデッキに録音.録画 
できまず。 （♦ 8ぺージ） 

♦本機の"テーブ端子に接続したカセットデッキに録音できまず。（今11ぺージ） 

•本機の"デジタル"光出力端子に接続した MD デッキなどに録音でをます。 （♦]] ページ） 



カセットデッキに錦して U るき巧こ夕-する 

3 へッドのカセットデッキを本機の 
"テープ"端テに接続している場合、録 
音を続けなが S 、 テープの音青を確認 
ずることがでをまず。 


テープ 


-モニタ- 


"TAPE MONITOR " が点な 
ずるまで f 甲したままにする 


■解除するには、 "TAPE MONITOR" び消 
えるまで押したままにする 


•册 

• "テープ再生（入力)"端子の音 
声は、"テープ録音（出力)"端 
子から出力されません。 

• " DVR / VCRl 入力’’端子の音声 
は、 " DVR / VCRl 出力"端子か 
5出力されません。 

• "テープ"端テから入力した音 
声を " DVR / VCRr 端子に接 
続した録音機器で録音すること 
はでさません。 

•デジタル信号を"テープ"端子や 
" DVR / VCRl " 端子へ出力する 
ことはでさません。またアナロ 
グ信号を"デジタル"光出力端子 
へ出力することをでをません。 

•デジタル録音を禁止したソース 
(音源）の場合は、アナ□グ端子 
に接続の上、 " AAMLOG " を選 
んでください。 （♦ 12ページ） 

• DVD でアナログ（日 CH ) 入力を 
選んだ場合は、フロント 2 CH 
の音声しか録音でをません。 

•コピーガードされた DVD など 
は DVD レコーダーやビデオ 
デッキに録画できません。 
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アンプの設定（応用) 


接続したスピーカーの特性や設置位置 
に合わせた設定び行えます。 
スピーカーの説日月書をご覧ください。 


r マルチコント□-ルのメニユ ー 
と工場出荷時の状態」については 
裏表紙を参照ください。 


マルチコント □- 
ルモードに入る 

MULTI CONTROL 

〇巧ず 


〇 "SETUP 2 
こ (ADVANCE SETUP). 
を選ぶ 


iNPWSC 止け OR 



回して遇び、 
巧してミ夫定 


〇設定を巧更する 

( 今ち 記） 


4設定を挺える 

MULTI CONTROL 数回巧して' 

9 " EXIT " を 

I 巧3 7だ 

PJSH ENTER 


巧す 


■ひとつ前のメニューに 
戻る/キャンセルずる 

MLLTI CONTROL 



〇 

=USHEIfrER 


f 册 MU 

本機の電源を切ってち、 
設定を終了していれば、 
設定内容は記憶されます。 


〇 


INPUT SELECTOR 



/ 1 




田 


L — 


- 


スピーカーのち無と 
サイズの設定 

スピーカーにより、再生で 
きる周波数帯域は異なりま 
ず。特にお音域を不足ずる 
ことなく再生させるために 
サイズの設定を巧いまず。 

•サイズを ' SMALL " に設定した 
場合、ほ域フィルターの設をを 
行ってください。 （- f 下記） 

下記の場合，自動のに設定されます 

9 FRONT ^ " SMALL " にずると 
州 B-W 円？ は " 化 S" 

• SUB - WFR を ' NO " にずると、 
用 0A/7 ■は "し 4 。 0£" 


距謎の設定 

本機は、フ□ント/センター/サ 
ラウンド/サラウンドバックス 
ピーカーか6視聴位置までの距 
離を設定ずることで、視聴位置 
に届く音の遅延時間を自動的に 
算出し、補正しまず。 

♦上記「視聴位置と各スピーカー 
との距離」 を参照ください。 


ほ巧 フイルターの 設定 


スピーカーの サイズを " s / iM / r に 
設定した 場 含のみ行って<ださい。 


1 


スピーカーげ " S ル MLL " の場合 
はほ音域を十分に再生ずること 
ができません。再生でをる周波 
数になじて低域フイルターを設 
定し、不足してし巧ほ音域をサ 
ブウー A —に出力させます。 


視聴位置と各スピーカーとの距離 


"距離の設定"を巧 
5場合は（畔下記)、 
あ 5 かじめ各スピー 
力一と視聴位置との 
距離を測っておいて 
ください。 


フロント（左） 

視聴位置 
胁 

サラウンド(左）' 
サラウンドバック i 



センター 

フ□ント（ち） 


サラウンド(ち） 


の ' SPEAKERS ' 
^を還ぶ 


回して還び、 
押してミ夫定 


@スピーカーを 

^選ぶ 


(3) 設定を変更ずる'' 



INPUT SElfCTOn 



回して選び、 
巧して決定 


INPUTSELECTDR 



回して選び、 
巧して巧定 


SPEAKERS LFH0NT 


SMALL 




円? 0W7 ■(フ□ント ） /CENTER (センター ） /SURROUND (サラウンド） 
LARGE ：100 Hz ■(下の低音域び十分に再生できるスピーカー 
SMALL ■ LARGE のま件に満たないスピーカー 
NONE ： センター/サラウンドスピーカーを接続していないとさ 

SUR BACK (サラウンドノ いク） / SUB-WFR (サブウーノ、一) 

YES ： 接続していると定 
NO ： 接続していないとき 


の " DISTANCE ’ 
^を還ぶ 


@スピーカーを 

^選ぶ 


(3) 距離を設定ずる 


INPUTSaf 加 B 



回して選び、 
巧して決定 


"P"SEl£CT0n 



回して選び、 
巧して決定 


INPUTSELECTDR 



回して選び、 
巧してミ夫定 


DISTANCE FRONT 


3.0 


tn 


FRONT 、 CENTER 、 SURROUND、SUR BACK 
參各スピーカー L りのから fO.O/T7 の間を化7の間隔 

で設定でをます。 


の " FILTER " を 

^選ぶ 


低域フィルター 
^ の周波数を選ぶ 


INPUTSaf 加 B 



回して選び、 
巧して決定 


wmsEifCTon 



回して選び、 
巧して決定 


' SMALL " にした 

全ての スピーカー 
に設定されます。 


FILTER 


100 


100 :100 Hz し：(下の低音域をサブウー八一に出力させる 
150 :]已日 Hz 政下の低音域をサブウー八一に出力させる 
200 ： 200 Hz 政下の低音域をサブウー八一に出力させる 


へツドホンを巧う 


別売り品の品番は、2004年2月現 
在のちのです。 

品番は変更されることびあります。 


PHONES 


ザ 


雪 



推奨品 


へツ ドホン 
刷売り） 
RP-HT 已30 
RP - HT 242 


-音のエチケッ I - 

楽しい音楽ち時と場所によっては気 
になるちのです。特に静かな夜間 
には窓を閉めたり、ヘッドホンをご 
使用になるのち一つの方法です。 



音のエチケット 
シンボルマーク 


すべての スピーカーを r 切 J にする 

巧して" 凸" 

"回"を消す 


SPEAKERS 
A B 


T 


SPEAKERS - 


♦多チャンネルソースを再生すると強制的に 2 CH MIX になります。 
♦ヴウンドモードは還べません。 


P 音量を下げ、ヘッド 
^ホンを接続する 

•プラグタイプ： 
ステレオ大型 （ MS ) 


〇音量を 
^調整する 


•册 

耳を刺激するよラな 
大きな音で、長時間 
聞くことは避けてく 
ださい。 



アンプの設定(応用)/ヘッドホンを使ラ 1 
音質•音場効果\便利な機能(っづき/録音•録画 2 
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トラックやチヤプ 
ターを直接選ぶ 


例:1〇 

例:1日敬-〇ぴ 

♦数字ボタンを巧した棲、 
[決定]を押して実行す 
る機種もあります。 


操作ずる機器に向けて 


AV システム 




DVD 

HB-I 

-アナが sen 


— ブ DVD レ〕ーダード'^サ 


〇感感 
@ f ) @ 

(D © @ 

L ♦敬敬 

!◄◄/◄◄ 一.,■.，八 ミ肖音 

□ □ロロ 

信止 一時停止巧を 

囚囚回 



再生を停止ずる 厚止 

■ 


DVD と八ードディ 
スクを切り換える 

(八ードディスクのある 
DVD レコーダー のみ） 


♦切り換わ6ないときは、 
下記の操作を行った 
後、ち5—度ボタンを 
巧して < ださい。 

1. [ミ央定]を巧しなび5、 
旧]または [9] を約吕秒 
巧したままにずる 

2. [ DVD レコーダー]を 
巧す 

(工場出荷時の設定：[9]) 


コマ戻し/コマ送り 
ずる 


-日？ Hf 止 


—時停止する 一時停止 

日 


項目を選ぶ 

[トツプメニュー]、 
[メニュー]や[画面 
表示]を巧した後に 
操作してください。 


還んだ項目を実行 
する 


0 


DVD プレーヤーまた 
は DVD レコーダー 
の電源を入/切する 


AV システム 


トラックやチヤプ 
ターを巧び越ず 
(スキップ） 


□ □ 


見たい場所を探す 
(サーチ） 


□ 口 

見たい場所になるま 
で巧したままにする 


再生を始める 


再生 


トップメニュ ー 
(またはプ□グラム 
ナビ）を表示する 


トツフメ ニュー 

〇 

ブ□グラムナビ 


メニュー（またはプ 
レイリスト）を表 
示ずる 


メニ 


プレイリスト 


画面表示 （ GUI ) を 
表でずる 


画面ち术 

〇 

テレビ音量" 


前の画面に戻る 


リターン 

〇 

テレビち量+ 


DVD レコーダーと DVD プレーヤー両方をごほ用するとをのお願い 


本機の入力を 
" D 1 /D " または 
“ DVR / VCR 1 ” に切 
り換える/リモコン 
を DVD プレーヤー 
または DVD レコー 
ダー操作モードに切 
り換える 


DVD 


-巧■□ク BCH 


肌 D レ]-ダ- 


DVD プレーヤーま 

たは DVD レコー 

ダー操作の前にぶ、 

ず扛つて、たごし)。 





pVD に-ダ-， 
肌 D/HDD 



誤動作を防ぐために： 

• DVD レ〕ーダーを操作するときは、 DVD レコーダーにが属している U モコンをご使 
用ください。 

♦ DVD レコーダーの U モコンコードの設定を、" 2" または" 3" に切り換えてください。 
(詳しくは DVD レコーダーの説明書を参照ください。） 


リモコンでテレビや DVD などを操作ずる 

本機の他、 竺社製 の DVD プレーヤー、 DVD レコーダー、テレビ、ビデオデッキ、 CD プレーヤー、およびカセ 
ットデッキを本機の U モコンで操作できます。（ただし操作のできない機種ちあります。）各操作についてくわしくは、 
それぞれの機器の説明書をご覧ください。 


DVD プレーヤーまたは DVD レコーダー 


® 〇 〇 0 
@感 CD 敏 
@ @感 


50 0II 

S U 货 i 

S ii 1 甘 il 

AI ■普 li" 




































































































操作ずる機器に向けて 


ム^^ DVD テレビ 

3^pF ~ ] 

-7 tn 9 BCH ~~ P 
CD テーブ DVD レ〕ータ-ビデオ 

〇 ( D 感 
(§)(§) ® 

(g) © @ 

ブイけか-二け 

LO ^ 敵敬 

!◄◄/◄◄ ►►/►►! パ3,;じドミ肖音 

□ □口 □ 

_信止_一時停止_巧生_ 

I ■ I r» I r -1 



•が iMU 

本機のリモコンでは 、 CD 
のサーチはでさません。 


テレビ 


本機の入力を "Tir 

テレビ 


チヤンネルを 

(順に選ぶとき） 

に切り換える/リモ 

Q 


選ぶ 

すゎ V ：? J し 

コンをテレビ操作 

了レピ操作の目111しがず 






モードに切り換える 

巧ってくだホい。 




へ 


テレビの電源を入/ 

AV システム 




W 


切ずる 











(直接選ぶとさ） 

テレビのテレビ/ビデ 

テ比崖 



@ @ 感 

才入力を切り換える 



@ 感 ◎ 

テレビの音量を調 

画面表示 U ターン 



@ 〇 ◎ 

整ずる 

〇 〇 



T 巧。〇’敬 


テレビ音量ーテレビ音量+ 





I 


ビデオデッキ 


本機の入力を 
“DVR/VCRI” に切 
り換える/リモコン 
をビデオデッキ操作 
モードに切り換える 

ビデオ 

ド1デオデッ丰標作の前 

に必ず巧ってくだホい。 

ビデオデッキの電 
源を入/切ずる 

AV システム 

再生を始める 


再生 


3 

巻さ戻し/早送りを 
ずる 

□ 口 

一時停止ずる 


-日龍止 

山 


CD プレーャー 


再生を停止する 

停止 

■ 


チヤンネルを 
選ぶ 

(順に選ぶとさ） 

チヤン為レ 

八 

W 

(直接選ぶとさ） 

@ @感 
@ © © 

@ 〇 © 

T 巧。ひ1ぴ 


一時停止する 

- B 龍止 

トラックを直接選ぶ 

(§) (D (D 
@ © 〇 
感 〇 〇 
敏’が 

例:1@ 

例:10 敵 -感 -敏 1 

再生を停止ずる 


停止 

- 



本機の入力を " CD " 
に切り換える/リモ 
コンを CD プ レー 
ヤー操作モードに 
切り換える 

CD 

CD プレーヤー操作 

の前にぶ \ ず巧ってく 

だホい。 

CD プレーヤーの 
電源を入/切ずる 

AV システム 

再生を始める 


再生 

い： 


トラックを巧び越ず 
(スキップ） 

□ 口 


カセットデッキ 


卷さ戻し/早送りを 
する 

\«1<4 ►►/►►! 

□ 口 

一時停止ずる 

-日龍止 


丘] 

再生を停止する 

停止 


、 ■) 


本機の入力を 
"■ MPE " に切り換え 
る /U モコンをカセ 
ットデッキ操作モー 
ドに切り換える 

テープ 

ーモニター 

力わッ トデッ丰操作 

の前に於ず巧ってく 

だホい。 

カセットデッキの 
電源を入/切ずる 

AV システム 

再生を始める 


再生 



楽 

し 

む 


IJ 

モ 

□ 

ン 

b 

ビ 

や 

D 

V 

D 

な 

ど 

を 

操 

作 

す 

る 
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デジタル入力（光） 
(同軸) 

デジタル出力（光） 


主な仕様 


各 ch 動作時) 

100 


100 W - 
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■ アンプ部 

実用最大出力（サラウンドモード 
フ□ント （ L / R ) 

センター 

サラウンド （ L / R ) 

サラウンド （ BACK ) 

定格出力（サラウンドモード备 ch 動作時） 

フ□ント （ L / R ) 70 W + 

センター 

サラウンド （ L / R ) 70 W + 

サラウンド （ BACK ) 

実用最大出力（ステレオ時） ]00 

定格出力（ステレオ時） 70 W + 70 W に 0 

全高調波ひずみ率 
20 Hz 〜20 kHz 定格出力 
負荷インピーダンス 
フ□ント （ L / R ) 

A または B 
A と B 
センター 

サラウンド （ L / R ) 

サラウンド （ BACK ) 

周液数特性 

CD , TV , DVD , TAPE , DVR/VCR 1 ， VCR 2 
DVD 色 CH 

入力感度/入カインピーダンス 
CD , TV , DVD/DVD 巨 CH ， TAPE , DVR/VCR 1 
信号対雑音比 ( S / N 比） 

DVD , TV , DVR , CD (DIGITAL INPUT ) 

トーンコント□ール特性 
低音 
高音 

定格出力電圧 
テープ出力 (TAPE OUT ) 

ビデオデッキ出力 （ DVR/VCRl OUT ) 


W + 100W(6 a JEITA) 
100 W (6 a J 曰 TA) 
100W(6 a J 曰 TA) 
100 W (6 a J 曰 TA) 


70 W(1 kHz 6 Q 0.3 %) 
70 W(1 kHz 6 Q 0 . 30 / 0 ) 
70 W(1 kHz 6 Q 0.3 %) 
70 W(1 kHz 6 Q 0.3 %) 
W + 100 W (6 a 」 EITA) 
Hz 〜 20 kHz 巨 Q 0.0 9 %) 

0.0 9 0/0 (6 が 


6 〜 1 巨 Q 
巨〜 16 Q 
6 〜 1 巨 Q 
巨〜 16 Q 
巨〜 16 Q 

4 Hz 〜88 kHz, ±3 dB 
4 Hz 〜 44 kHz, ±3 dB 

， VCR 2 200 mV/22 kQ 

103 服 

已 0 Hz. +10 〜一 10 d 巨 
20 kHz’ +10 〜 -10 服 


200 mV 
200 mV 


■ FM チューナー部 

受信面放数帯 
実用感度 

全高調渡ひずみ率 
MONO 
STEREO 

ステレオセパレーシヨン 
1 kHz 

アンテナ端子 

■ AM チューナー部 

受信面液数帯 
実用感度 

■映像部 

出力電圧 （1 V 入力時） 

最大入力電圧 

入出カインピーダンス（アンバランス） 

■総 含 

電源 

消胃胃力 

寸法（幅 X 高さ X 奥行さ） 

質量 


76.0-90.0 MHz 
16.3 dBf(3.6 mV, IHF’ 已 8 ) 

0.3 % 
0 . 巳％ 

3 已 d 巨 
7 己 Q ( 不平衡型） 


己 22〜1629 kHz 
20 mV . 600 pV/m 

1 ±0.1 Vp-p 
1 .已 Vp-p 
7 已 Q 


AC 100 V. 已 0/60 Hz 
240 W 

430 mm x83 mm x 376 mm 
約 4.2 kg 


ま） 

1 . この仕様は、性能向上のため変更することびあります。 

2 . 全高調波ひずみ率は、スペクトラムアナライザーによる第 10 次高調波までの 
総和です。 


r 電源スタンバイ時の消費電力 


約 0.8 W I 


リに C 61000 -3-2 適合品」 

: JIS C 61000-3-2 適合品とは、日本工業規格 r 電磁両立 
性一第3ぶ部：限度値一高調液電流発生限度値 （1 相当たり 
の入力電流が20 ALU 下の機器)」に基づを、商用電力系統の 
高調波環境目標レベルに適合して設計-製造した製品でず。 


ベルつメッセージ 

' ヘルプ+ 口. 音び出ないとさや、気づかずに誤操作をしたとさなどにその原因や処置ち法を表おします。 

リ t 」 ン f 一一 ） 巧すエラー表おやスク□-ル表示 （" A / OTPOSS 旧化/ A / M 0 V /£ M 0 D £” など）び出た場合にも行ってください。 


表示 

原因/処置方法 

表示 

原因/処置方法 

表ち 

原因/処置方法 

ENTER CORRECT 
FREQUENCY 

周波数を正おに入力して 
<ださい。 

SELECTEITHER 

SPEAKER 

スピーカー [ A ] 旧]ともに 1 
「切」になっています。 
SPEAKERS ® [ A ] また’ 
は旧]を押してください。 

1 TURN OFF DTS FIX 
MODE 

DTS 円 X モードになってい 
ます。解除してください。 

ENTER THE 
FREQUENCY WITH 
THE NUMERIC 
BUTTONS 

ダイレクトチューニング 
モードです。周波数を入 
力して < ださい。 

TURN OFF PCM 

FIX MODE 

PCM FIX モードになって 
います。解除してください。 

SELECT SPEAKER 
A ONLY 

スピーカーの[目]は選べま 
せん。 [ A ] を選んで < ださい。 

TURN RE-MASTER 

'off 

センターフォーカス、マルチ 
U アサラウンド、バスシンセ 
ヴイヴーを使う場合は、マル 
チ-ソース IJ . マスターと 
SFC は解除してください。 

PRESS THE 
MUTING BUTTON 
ON THE REMOTE 
CONTROL 

5ューティングび働いて 
います。 

リモコンの[消音]を押し 
て解除してください。 

SELECT MUSIC 
MODE 

DTS NE 0 :目の調整は 
MUSIC で行えます。 

1 

• TURN SFC OFF 

SELECT MUSIC 

OR PANORAMA 
MODE 

ドル ビープ □□ジック n の1 
調整は MUS にと ' 

PANORAMA で巧えます。 

Formal 

OPERATION 

設定は正しく行われてしほす。 
音び出ない場合はコードの接 
続などを確認してください。 


Q&A (よくあるご質問) 


Q (質刚 I A ( 回き） 〕〔 Q (質刚 [ A ( 回答） ) 


f - 

48 kHz を超えるヴンプ U 
ング周波数の DVD を再生 
してち音び出ない。 

营作権保護の理由などでデ'! 
ジタル接続では音声び出な 
いディスクびあります。 

アナ□グ接続してください。 

長時間使用すると、本体び 
熱くなるび、大丈夫か。 

大丈夫です。 

ただし、本体上部や側面の 
放熱孔を物でふさぐなど、 
放熱を妨げることはしない 
で < ださい。 

引っ越しするのだび、その 
まま使えるか。 

東曰本、西日本に関係なく 
使えます。 


'マイクを接続したい。 

本機には接続でさません。 ' 

DVD プレーヤーにマイク 
を接続してカラオケを楽し 
ちうとしたび、マイクの音 
び出ない。 

DVD プレーヤーと本機をデ 
ジタル接続している場合は 
マイクの音は出力されませ 
ん。アナ□グ接続して、ア 
ナ□グ入力にしてください。 
(今8、 ] 吕ページ） 

DTS の音声び出ない。 
音声は出るび DTS のマル 
チデコーダーランプび点な 
. しなし、。 

DVD レコーダーまたは 
DVD プレーヤーのデジタ 
ル音声出力の設定をおかめ 
て < ださい。 


2 21 








工場出荷時のが態に戻す 


RESET 機能 

メモ U — したラジオのチヤンネル 
(♦17ぺージ）を除くずべての設定を 
工場出荷時の状態に戻しまず。 
必要に応じて再度設定を巧ってください。 


マルチコント□-ル操作（末は） 

2 


INPl/T SELECTOR 


〇 





巧す 回して " OPTVOAT 回して '' RESET " 回して " YES — を選び、巧ず 
を選び、巧ず を選び、巧ず ♦リセットすると TUA/ER になります。 

■中止するには " A /0" を選ぶ 


お手入れ 

柔日かい布でふいてください。 

ひどいミちれは、薄めた台所用洗剤（中性）を含ませた布でふさ、後はからぶさしてください。 
• アルコールやシンナーは使わないでください。 

• 化学ぞラさんをご使用の際は、そのミ主意書に従ってください。 
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故障かな巧 


修理を依頼される前に、この表で症状を確かめてください。 

なお、これらの処置をしてち直日ない場合や、この表 LU 外の症状は、お買い上げの販売店にご相談ください。 


こんなとさは 


ここを確認•姐置してください 


ペー: 7) 


電源が入らない。 

• 電源プラグびコンセントに正しく接続されているか、確認してください。 

9 


■スピーカー表示び消打している場合は、点灯させてください。 

14 


•入カソースを正しく選択してください。 

14 


• テープモニターを解除してください。 

20 

機器の再生を始めてを音 

■「ミューティング」を解除してください。 

20 

や映像が出ない。 

• 本機で再生できるデジタル信号か確認してください。 

14 

• スピーカーや機器び正しく接続されているか確認してください。 

目〜]] 


• デジタル入力端テの設定を確認してください。 

12 


• PCM FIX モードまたは DTS FIX モードを解除してください。 

12,18 

音が出なくなった。 

• スピーカーコードの©と台びショートしていませんか。 

7 

(OVERLOAD が 

約]秒間表示される。） 

• スピーカーインピーダンスび本機の許容範囲より低くないですか。 

6 

• 著しい大音量で聞いていませんか。 

• 異常に暑い場所で使用していませんか。 

: 

本機は異常を検出すると、 

今原因を解消して、しば日く待ってから再び電源を入れてください。（保 

— 

保護回路か働いて電源を 

護回路の動作び解除されます。） 


自動的に切ります。 

(それでち同じ現象び起こる場合は販売店にご相談ください。） 


表示部に " F 76" が点なし、 
電源が切れる。 

■電源を切り、電源プラグを抜いたうえで、販売店にご相談ください。 

— 

表示部が暗い。 

• DIMMER ^ " 0件（切)"にしてください。 

19 

リモコンが働かない。 

• 電池び消耗している場合は電池を交換してください。 

5 

センタースピーカー、サラ 

• の設定を確かめてください。 

12,211 

ウンドスピーカー、ヴブウ 

■サウンドモードを確かめ、適切なモードを選んでください。 

14 

一八一か5音び聞こえない。 

• 2 CH MIX を解除してください。 

15 

サラウンドパックスピー 

■が EA / CE / 巧の"が"または " SW ? RAC / C " の設定を確かめてください。 

に 2] 

カーから音が聞こえない。 

• [己. 1 CH DECODING ] を}甲して<ださし、。 

15 

ドルビープ□□ジック n や DTS 

• DVD アナ□グ己 CH を解除してください。 

20 

NE 0: 日, SFC び使えない 

■ 48 kHz を越えるヴンプ U ング周波数のときは使用できません。 

14 

巳 S デジタル放送で二重音青 
放送の切り換えびできない 

• BS デジタルチューナーの音声出力を AAC に切り換えてください。 

ノ 


• アンテナの向さや位置を変えてみてください。 



•音質の調整で、高音（"打? ESLE ") を絞ってみてください。 

19 

受信できない。 

•本機、 DVD レコーダー、 DVD プレーヤー、テレビやビデオデッキか日 

— 

雑音やひずみがをい。 

AM ループアンテナを離してください。 

• FM 屋外アンテナに替えてみてください。 

10 


• アンテナと他のコードを遠ざけてください。 


































保証とアフターヴービス (よくお読みくださし、) 

修理-お取り扱い-お手入れ 

などのご巧談は… 

まず、お買い上げの販売店へ 

お申し付けください 


転居や贈答品などでお困りの場合は ••• 

参修理は、サービス会社•販売会社の「修理ご相談窓□」へ！ 
♦使いかた-お買い物などのお問い合わせは、「お客様 
ご相談センター」へ！ 


■保証書（別添付） 

お買い上げ曰-販売店名などの記入を必ず確かめ、お買 
い上げの販売店か日お受け取りください。よくお読みの 
あと、保をしてください。 


保話期間：お買い上げ曰か日本体1年間 


■ 補修用性能部品の保有期間 

当社は、 AV コント□ールアンプの補修用性能部品を、 
製造打ち切り後8年保有しています。 

ミ主）補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するた 
めに必要な部品です。 

■ 修理を依頼されるとさ 

2已ページの表に従ってご確認のあと、直日ないときは、 
まず電源プラグを巧いて、お買い上げの販売店へご連絡 
ください。 

♦保話期間中は 

保証書の規定に従って、出張修理をさせていたださます。 

• 保註期間び過ざているときは 

修理すれば使用でさる製品については、ご要望により修 
理させていたださます。下記修理料金の仕組みをご参照 
のうえご相談ください。 

♦修理料金のしくみ 

修理料金は、技術料' 部品代' 出張料などで構成されてい 
ます。 


枝術钟 は、診断' 故障箇所の修理および部品交換•調 
整' 修理完了時の点検などの作業にかかる費 
用です。 

廊岳切 は、修理に使用した部品および補助材料代です。 
面雇到 は、製品のある場所へ技術をを派遣する場合の 
費用です。 

ご 相談窓 □におけるお客様の個人 廣 巧の 
お取り扱いについて 

松下電器産業株式会社およびお下グループ関係会社 
( L ソ下 r 当社」）は、お客様よりお知日せいただいた 
お客様の氏名-住所などの個人情報 （ L ソ下「個人情 
報」）を、下記のとおり、お取り扱いします。 

1 . 当社は、お客様の個人情報を、ナショナルパナソニッ 
ク製品のご相談への対応や修理およびその確認など 
に利用させていただを、これらの目的のためにご相 
談内容の記録を残すことびあります。 

なお、修理やその確認業務を当社の協力会社に委 
託する場合、法令に基づく義務の履行または権限 
の行使のために必要な場合、その他正当な理由び 
ある場合を除さ、当社 j ツ外の第=者に個人情報を 
開示-提供いたしません。 

2. 当社は、お客様の個人情報を、適切に管理します。 

3. お客様の個人情報に関するお問い合わせは、ご相 
談いただきましたご相談窓口にご連絡ください。 


ご連絡いただきたい内容 

製品名 

AV コント□-ルアンプ 

お買い上げ曰 

年 月 

曰 

品番 

SA-XR 已〇 

故障の状況 

できるだけ具体的に 



「よくあるご質問」「メールでのお問い合わせ」などはホームページをご活用ください。 

http://panasonic.jp/support/ 


修理に関するご相談 


ナショナルパナソニック 修理ご ホ 目談窓 □ 

SS 0570 -087-087 

>お客様びおかけになつた場所から最寄りの修理ご相說窓□に 
つなびります。呼出音の前に NTT より通話料金の目まをお 
巧らせします。 

I 携帯電話- PHS 等からは最寄りの修理ご相説窗□に直接お 
かけ < ださし、。 

>最寄りの修理ご相談窓□は、次ページをご覧ください。 


使いかた-お買い物などのご相談 


ナショナルパナソニック お客様ご相談センター 
3巨曰曰/受イゴ日日寺〜20日寺 

B iS ダイヤル 函 0120 -878-365 

■携帯電話- PHS でのご利用は… 06-6907-1187 


FAX 器；, 


函 0120 -878-236 


Help desk for foreign residents in Japan 

Tokyo (03) 3256 - 5444 Osaka (06) 6645 - 8787 
Open: 9:00 -17:30 (closed on Saturdays/Sundays/national holidays) 


RQT7527 











修理 


ナショナルパナソニック 


SS 0570 -087-087 


-お客様びおかけになった場所から最寄りの修理ご相談窓□につながります。 
呼出音の前に NTT より通話料金の目まをお知らせします。 

•携帯電話- PHS 等からは最寄りの修理ご相談窓□に直接おかけください。 


北海道地区 


札幌 札幌市厚別区厚別南 

帯広 帯広巿西1日ま南 1 T 目 

2 T 目1 7-7 

7-1 1 

巧 (011)894-1 251 

巧 (0155)33-8477 

旭り I 旭り I 巿2ま通21 T 目 

画館 函館市西枯梗已89ま地241 

左]号 

(函館流通卸センター内） 

巧 (0166)31-61 51 

巧 (0138)48-6631 


東北地 


青森 青森市第二問屋町 
3-7-10 

巧 (017)739-971 2 

が田 が田巿御所野湯本 2 T 目 
1-2 

巧 (018)826-1 600 

岩手 盛岡巿あ場13地割 30-3 

巧 (019)639-51 20 


宮城仙台巿宮城野区扇町 
7-4-18 

巧 (022)387-1 117 

山形山あ巿平清水 ITS 
1-7 己 

_ 巧 (023)641-81 00 

福島 福島県安達郡本宜町 
字南ノ内6己 

巧 (0243)(34-1 301 


首都 


栃木宇都宜巿御幸町 194-20 

巧 (028)689-2555 

群馬 高崎巿大が町 229-1 

巧 (027)352-1 109 

該城つくば市花畑 2 T 目 8-1 

巧 (029)864-8756 

i 奇玉 桶り I 巿赤巧 2 T 目 4-2 

巧 (048)728-8960 

干葉千葉市中央区星义實町172 

巧 (043 に08-60：34 


東京東京都世田谷区宮坂 
2 T 目 2 日- 17 

巧 (03)5477-9780 

山梨 甲府市宝 1 T 目 4- 13 

S (055)222-51 71 

巧蔚 II 横お巿港南区曰野已 T 目 
3-16 

巧 (045)847-9720 

新;'寫 新潟巿東巧 1 T 目 8- 14 

巧 (025 に 86-01 71 


中部 


石り I 


石 J II 県石り惜 P 野々巿町 
稲荷 3 T 目80 

巧 (076 に 94-2683 

實山冨山巿寺島1298 

_ 巧 (076)432-8705 

福井 福井巿開発 4 T 目112 

巧 (0776)54-5606 

長野 お本市大字恒賀7600 -7 

巧 (0263)86-9209 

静岡静岡巿西島76己 

巧 (054 に 87-9000 


名古屋名ち屋巿瑞穂区塩入町 
8-10 

巧 (052)819-0225 

岡崎 岡崎巿岡巧南义 f 呆 28 

巧 (0564)55-571 9 

岐阜岐阜県本巣郡化ち町 
高屋太テ 2 T 目 30 

_ 巧 (058)323-6010 

高山 高山巿花岡町 3 T 配 2 

巧 (0577)33-061 3 

=M 义居市森の字北谷1920 -3 

巧 (05 が 255-1 380 


滋賀 守山市勝部巨 T 目 2-1 

巧 (077)582-5021 

京都京都市伏見区巧田中川原町 
71-4 

巧 (075)672-96:36 

大阪 大阪市化区本庄西 1 T 目 
1-7 

巧 (06)6359-6225 


奈良大和郡山市筒井町 
800ま地 

巧 (0743)59-2770 

和歌山和歌山市中島 499-1 

巧 (073)475-2984 

兵庫巧戸巿中央区琴ノ緒町 
3 T 目 2-6 

巧 (07 の 272-6645 


鳥取鳥取市安長2日己-1 

巧 (0857 に 6-9695 

米子 米モ市米原 4 T 目 2-33 

巧 (0859)34-21 29 

ネ公ミ I お江市平成町182番地14 

巧 (0852)23-1 128 

出 雲出雲市;度橋の41己 

巧 (0853)21-31 33 

ミち田 お田市下府の 327-93 

巧 (0855 に 2-6629 


岡山 岡山県都蓮郡早島町 
ミ尾807 

巧 (086 に 92-1 162 

広島 広島巿西区南観音 8 T 目 
13-20 

巧 (082 に 95-5011 

山 □ 山口巿廣銭司 

字錶銭司団巧化 447-23 

巧 (083)986-4050 


香 jl| 高お市勃巧の1已 2-2 

巧 (087)868-9477 

徳島 徳島県板野郡化島の 
綱お字かや 10 S 

巧 (088)698-1 125 


局失 D 南国市岡豊町中島331 -1 

S (088)866-31 42 

愛媛お山巿±居田町7加-2 

巧 (089)971-21 44 


福岡 春日市春日公園 3 T 目48 

巧 (092)593-90:36 

佐賀佐賀市銅島の大字 
八戸字上深の3044 

巧 (0952 に 6-91 51 

長崎 長崎市東町 1949-1 

巧 (095)830-1 妨8 

大分 大分市巧原 4 T 目 8-3 已 

巧 (097)556-381 5 

宮崎宮崎市本郷北ち字草葉 
2099-2 

巧 (0985)63-1 213 


貢長本熊本巿健軍本町1吕 -3 

S (096)367-6067 

天草 本;度巿港町 18-1 1 

巧 (0969)22-31 25 

鹿巧島 鹿児島市ち;欠郎 1 T 目 

ち-つ3 

巧 (09 が 250-5 妨7 

大島 名瀬巿長お町 10-1 

巧 (0997)53-51 01 


沖縄地 


保 

証 

と 

ア 

フ 

夕 

I 

ヴ 

I 

ビ 

ス 



沖裡滿泰市城間 4 T 目 23-1 1 


巧 (098)877-1 207 
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所在地、電話を号が変更になることぴありまずので、あ5かじめご了をください。 
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® 2CH MIX. 

6.1CH DECODING.... 

O AAC. 

ADVANCE SETUP.... 

© BASIC SETUP. 

目 S デジタルチューナー 
0 CD プレーヤー . 


バスシン t ヴイヴー . 18 

光端テ . 8〜1 ] 

ビデオデッキ . 8, 23 

ビートプルーフ . 16 

へッドホン . 21 

ヘルプXッセージ . 24 

© マニュアルXモリー . 17 

マルチコント□ール..12，1日，1 9.21 

マルチ-ソース1」.マスター . 18 

マルチリアサラウンド . 18 

5ューティング . 20 

0 ラジオ . 16 

U モコン . 己，22, 23 


を <いん 


み アッテネーター . 19 

アンテナ . 10 

才ートチユーこンフ . I 〇 

オートメモ U — . 17 

音質 . 19 

音量バランス... . 19 

のカセットデッキ . 1じ3 

グラフィックイコライヴー..] 1. 20 

コンポーネント映像端子 . 8, 9 

Q サウンドモード . 14 

サブウー八ーレベル . 18 

出カレベル調整 . 13. 15 

スピーカー . 目，7 

ス U —プタイマー . 19 

センターフオーカス . 18 

〇 デジタル信号 . 14 

テスト信号 . 13 

テレビ .9. 23 

同軸端子 . 8. 11 

ドルビーデジタル . 4. 14 

ドルビーデジタルサラウンド EX ....4, ] 4 

ドルビープ□□ジック n. 4. 14 


■マルチコント□ールのメニュ 


メイン サブ乂 ニュー 

にユ- (記載内容は工場出荷時の状態) 



TUNING 

MANUAL 

TUNER 

(FM か AM 
のとさのみ） 

FMMODE 

AUTO 

一 

MEMORY 

CH1 


AUTO MEM 

START 

TONE 

BASS 

OdB 

TREBLE 

BALANCE 

L T R 

DIMMER 

OFF 

ON 

LEVEL 2 

SLEEP 

OFF 


DIMPRG 

MAIN 

OPTION 

DR COMP 

OFF 


A/D ATT 

OFF 


0 


〇 

⑩ 

巧 

〇 

〇 

〇 


D-INPUT 設定 . 

DISTANCE 設定 ..... 

DTS. 

DTS 96/24 . 

DTS-ES. 

DTS FIX. 

DTS NE0:6. 

DVD アナ□グ目 CH 
DVD プレーヤー ...... 

DVD レコーダー ...... 

FILTER 設定 .. 

FM モード . 

IN MODE 設定 . 

MD デッキ . 

PCM .. 

PCM 円 X. 

RESET . 

S2 映像端子 . 

SFC. 

SPEAKERS 設定... 
TEST. 


一と王場出朽 I 日寺のが tip、 （⑩ などの数きは参照ぺージです。) 


ゾイン 

ヴブメニ 

: a — 



メ ニユー 

簡載内容は工場出荷時の状態） 



FRONT 





CENTER 

SMALL 



SPEAKERS 

SURROUND 





SURBACK 

YES 


SETUP 2 


SUB-WFR 

ゆ 


FRONT 

3.0 m 


DISTANCE 

CENTER 



SURROUND 

1.5 m 




SURBACK 



FILTER 

100 


EXIT 

•マルチコントロールを終了 


します。 



_ _ 一 - 



長年ご使用の AV コント□-ルアンプの点検を！ 

ち 

こんなを状は 

ありませんか 

•煙び出たり、異常なにおいや音びする 
•音び出ないことびある 
• 正常に動作しないことびある 
• 商品に破損した部分びある 
• その他の異常や故障びある 

► 

このよラな症状の時は、使用 
を中止し、故障や事故の防止 
のために、必ず販売店に点検 
をご相談ください。 



便を j メモ（おぼえのため、記入されると便利です。) 


販売店名 

凸 （ ) - 

品 番 

SA - XR 50 

お客様 
ご相談窓 □ 

凸 （ ) - 

お買い上げ曰 

年月日 


松下電器塵業株式会社ネットワーク事業グループ 

干日7 1-8 日04大阪府門真市松生町1蚕1日号 

© 2004 Matsushita Electric Industrial Co " l _ td . (松下電器産業株式会社） All Rights Reserved . 

RQT 7527-5 S 

H0204RF5025 


メイン 

メニユー 

サブ乂 ニュー 

(記載内容は工場出荷時の状態） 

OPTION 

BPROOF 

MODEA 

啦 

RESET 

YES 



qpcAf/cpc 

SUBWYES 

LCRSSB 



or 亡パ f\ 亡 nu 

SUBWNO 




TV 

肌， J 



D-INPUT 

DVR 

OPT 2 


SETUP 1 

DVD— 

C0AX1 ] 

i 


CD 

—COAX 2 一 


I 

\TV 

i 

I 

I 

IN MODE , 

DVR 

AUTO 


I 

■DVD 




CD 




已 4 4 12 0 3 
11 12112 

- _ 4- - - - -L 


21444840221621435941 

_ — _ — _— _— _— 2 2 2 2. — _— _— _— _— 2 > _—广こ 


2 _ 


4 4 4 


2 2 2 2 
4 8 8 8 


3 


8 


2 


Panasonic ><=|乂 了 nljb 、 ソ ^ mA-XR50 巧哲製盘擊 










































































